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町では、住宅用の太陽光発電システムを新たに設

置される人に対し、設置費用の一部を予算の範囲内

で補助しています。　※すでに太陽光発電システム

を設置している場合は、対象外となります。必ず工

事着工前に申請してください

補助金額：太陽電池モジュールの公称最大出力1KW

あたり3万円とし、9万円を限度

詳しい条件や申請書等は、環境政策課までお問い合わ

せください。

再生可能エネルギーを推進
住宅用太陽発電の設置を支援



『阿見の日』

鹿島アントラーズ FC
フレンドリータウンデイズ 2013

『阿見の日』
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■試合へのご優待・ご招待
町内に在住・在勤・在学の人を対象に、指定席またはサポーターズシートに 1,000 円でご優待します。また、
中学生以下と 65歳以上の人、ファンクラブ会員は無料でご招待します。7月から役場（商工観光課・企画財政
課など）、中央公民館、各地区公民館・ふれあいセンターで『チケット引換券』を配布します。
当日は、この『チケット引換券』と町内在住・在勤・在学を証明できるものを持参のうえ、下図の阿見町チケ
ットブースにお越しください。指定席は先着順となります。

▼引換開始：午後２時から

■カシマスタジアム見学ツアー
普段立ち入ることのできないピッチ・ウォーミングUPゾーン・
ミュージアムなどスタジアム内を鹿島アントラーズ FCのスタッ
フがご案内します。

▼対 象：町内在住・在勤・在学の人
▼募集人数：20 人（定員を超えた場合は抽選）
▼申込期間：7 月 30日（火）まで（必着）
▼申込方法：往復はがきに必要事項（代表者の氏名・住所・電話番号・参加者氏名）を記入のうえ、下記に郵送

する。ご家族の人数、または 5人まで申込可。後日結果を通知します
▼郵 送 先：〒 300-0392 阿見町中央一丁目 1番 1号　阿見町役場企画財政課あて
▼集合時間：午後 3時 15分
▼集合場所：スタジアム見学ツアー集合場所（下図参照）

※入場チケットが必要となりますので、チケット引換後に集合してください
▼所要時間：約 40分
▼注意事項：小学生以下のお子さまは保護者の人の同伴が必要となります

■町 PR イベント『まい・あ
み・マルシェ』開催
当日、スタジアム内 1階メイン
スタンドコンコースの「阿見町イ
ベント会場」において、特産品販
売や芸能披露などの阿見町 PRイ
ベントを実施します。
ぜひご来場ください。

※イベント参加時の不可抗力によるけ
がなどについては責任を負いかねます
ので、あらかじめご了承願います

企画財政課企画係☎888ー1111（221・222）

8月17日（土）
J1 リーグ第 21 節　VS アルビレックス新潟
午後 6 時 30 分キックオフ
県立カシマサッカースタジアム

フレンドリータウンデイズ
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ジュニアフェス　午後 3時〜 4時 30分　子どもた
ちが、歌や踊りなど多彩な芸を披露します。個性
あふれる子どもたちの演技をお楽しみください。

アミューズフェス　午後 5時〜 7時　町内の達人
たちがとっておきの芸を披露します。さまざまな
芸を存分にお楽しみください。

常陸陣太鼓　午後 7時 30分〜 8時　陸上自衛隊武
器学校の有志が結成した『常陸陣太鼓』。迫力あ
る太鼓の音と鮮やかなバチさばきをお楽しみくだ
さい。

8月 4日（日）

8月 3日（土）
町内の神輿・山車　子ども神輿：午後 3時巡行・大人
神輿：5時 30分巡行　はんてん姿の老若男女が町
内自慢の神輿を担ぎ上げ、山車を引き、威勢のよ
い掛け声を響かせます。

8月 3日（土）

ソーランドラゴン　午後 2時 5分ごろ　ソーラン
ドラゴンによるストリートの舞！

よさこいソーラン　午後 3時〜 4時 45分　町内各
団体の踊り子が鮮やかで息のあった舞を披露しま
す。昨年に引き続き大旗がゆれるフラフショーも
披露されます。ご期待ください！

盆踊り　午後5時 30分〜 6時 45分　町内の団体・
企業からなる踊り手が練習の成果を披露します。
今年もリバイバルした昔懐かしの『阿見音頭』と
『新阿見音頭』との 2曲構成になります。

8月 4日（日）

■■■■ステージでの催し■■■■ ■■■■ストリートでの催し■■■■

ステージ式典部会のボランティア募集
▼日時：8月 2日（金）午前 8時～ 5日（月）
▼内容：ステージの事前準備、片づけ、ステージ運
行の手伝いなど
▼申込方法：7月 19 日（金）までに、電話または直接
上記に申し込む

■■■■ステージ部会からのお知らせ■■■■

■■■■クリーン3か条にご協力を！■■■■
まい・あみ・まつりクリーン 3 か条にご協力をお願い
します。

1. 私は、ごみの持ち帰りに協力します
2. 私は、ごみを指定の場所以外には捨てません
3. 私は、ごみを見つけたら指定の場所に捨てます

■熱中症にご注意を！　～熱中症は適切な対策をすれば予防できます～
熱中症の予防法
❶体調を整える！　特に睡眠不足や風邪ぎみなど、体調の悪い時は炎天下での長
時間の活動は控え、無理をしないで早めに休憩をしましょう。

❷こまめに水分・塩分補給する！　夏場は汗と一緒に塩分も失われます。体温調
整が十分でない、子ども・高齢者・障害者の人は、ご注意ください。

❸服装に注意する！　通気性の良い服を着て、外出時にはきちんと帽子をかぶり
ましょう。 ▲こまめに水分補給を！

笑顔が舞い　心おどる熱い夏

ダンスフェス　午後 2時ごろ　元気いっぱいパワフ
ルなダンスをお楽しみください。

まい・あみアンバサダーオーディション 2013　午後
2時 40分ごろ　18 歳以上の阿見町大好き人間が
集まります。その中から、アンバサダー（大使）
を 3人選びます。ご期待ください。

キャラクターショー　午後 3時 30分ごろ　ソーラ
ンドラゴンによるヒーローショーと握手会をお楽
しみください。

おおい大輔オンライブ　午後 5時ごろ　歌手のおお
い大輔と阿見町在住で平成 24 年度『第 45 回日
本作詩大賞』最優秀新人賞を受賞した作詩家の広
瀬ゆたかによる歌とトークをお楽しみください。

地域振興ショー・芸能ショー　午後 5時 30 分ごろ
柴田知美・nozomi ガール・NEed・メアリーデイズ
ストーリー・ミラクルひかる・ノブ＆フッキ―のシ
ョーをお楽しみください。
※各催しの開始時刻は変更になる場合があります
ので、ご了承ください

まい・あみ・まつり2013実行委員会からのお知らせまい・あみ・まつり2013実行委員会からのお知らせ
実行委員会事務局☎888ー1111（173）



問い合わせ　健康づくり課保健予防係（総合保健福祉会館内）☎888 − 2940 4

各種予防接種
はお済みですか？

よぼうせっしゅ

麻しん風しん混合

麻しん風しんの混合予防接種は、第 1期（1歳～ 2歳未満）と第 2期（年長児）の 2回の接種が必要です。
全国で風しんの患者報告数が、昨年の同時期（平成 25年 4月中旬時点）の約 30 倍と急増しています。麻

しんや風しん予防のために、まだ接種がお済みでない人は、早めに接種を受けてください。
▼接種対象期間

第 1 期：1 歳～ 2歳未満の 1年間
第 2 期：平成 19年 4月 2日～平成 20年 4月 1日生まれのお子さんで就学前の 1年間（平成 25年 4月

1日～平成 26年 3月 31日まで）

予防接種の受け方

予防接種協力医療機関に事前に予約をし、接種の際は『予防接種予診票』『母子健康手帳』『保険証』を持参し
てください。お手元に予診票がない場合は、予診票を発行しますので保護者が母子健康手帳と印鑑を持参のう
え、健康づくり課窓口にお越しください。
※転出間際の予防接種を予定されている人は、下記にお問い合わせください

『ヒブ』『小児用肺炎球菌』『子宮けいがん』

平成 25年 4月 1日から定期予防接種になりました。接種年齢内の人は、接種が無料で受られます。
▼ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン接種年齢
生後 2か月～ 5歳未満（標準的な接種開始年齢は 2か月～ 7か月）

▼子宮けいがんワクチン接種年齢
小学 6年生～高校 1年生に該当する女性（標準的な接種者は中学 1年生の年齢に該当する女性）
※ワクチン接種による重篤な副反応があった事例が報告されていることから、平成 26年 6月現在、子宮
けいがんワクチンの接種を積極的にはお勧めしていません。接種を希望する場合は、主治医と相談のうえ、
ワクチンの有効性と副作用が起こるリスクを理解したうえで受けるようにお願いします。

日本脳炎

日本脳炎の予防接種後に重い病気になった事例をきっかけに、平成 17年度から平成 21年度まで日本脳炎
の予防接種のご案内を行いませんでした。
その後、新しいワクチンが開発され、現在は日本脳炎の予防接種を通常通り受けられるようになっています。
▼接種対象者
平成 7年 4月 2日～平成 19年 4月 1日生まれで、日本脳炎の予防接種 1期・2期の接種が終わってい
ない人は 20歳までの間、接種を受けることができます。母子健康手帳を確認し、日本脳炎の予防接種が
不足している場合は、接種を受けてください。

▼日本脳炎予防接種の標準的な受け方（参考）

接種年齢 接種回数・間隔

1 期初回
1 回

3 歳～ 4歳 6日～ 28日の間隔をおいて 2回接種
2 回

1 期追加 4 歳～ 5歳 1期初回接種後、おおむね 1年おいて 1回接種
2　期 9 歳～ 13歳未満 1期追加のおおむね 5年後に 1回

※ 9歳を過ぎた人は、2期の接種を受けることができます



ふにんちりょう
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町不妊治療費助成事業

県は、体外受精・顕微授精を受けた人（平成 25年度内に治療が終了した人）に治療費の一部を助成します。
▼内容　1回の治療につき 15万円（治療区分により 7万 5千円）まで。1年度目は年 3回まで、2年度目以
降は年 2回まで、通算 5年間（通算 10回まで）助成します
▼対象　次のすべての要件に該当している人
❶法律上の婚姻をしている夫婦で、夫または妻のいずれか一方が県内に住所を有する
❷夫および妻の前年の所得の合計額が 730万円未満である（詳細は下記へご確認ください）
❸県が指定する医療機関において実施した治療である
▼申請方法　まずは所得要件や申請書類などの確認のため、申請前に下記までご相談ください。治療・支払い
の後に、保健所に必要書類を添えて申請する
▼必要書類
▼県不妊治療費補助金交付申請書　　　　　　　　▼県不妊治療費助成事業受診等証明書
▼医療機関発行の領収書　　　　　　　　　　　　▼住民票謄本（交付日から 3か月以内のもの）
▼夫および妻の所得（課税）証明書（控除の記載があるもの）各１通
▼問い合わせ　土浦保健所健康増進課☎821－5398

県不妊治療費助成事業

不妊治療を実施している産婦人科医師・泌尿器科医師・カウンセラー・助産師が県内 2か所において無料で相
談（完全個別面接式）をお受けしています。詳細は、下記ホームページでも確認することができます。
▼電話予約先：県産婦人科医会☎029－241－1130（月曜日～金曜日：午前 9時～午後 3時）
▼ホームページ：http://www.ibaog.jp

不妊に関する県の相談窓口『不妊専門相談センター』

体外受精・顕微授精（特定不妊治療）の治療費が、県不妊治療費助成事業の補助金額を超えているものに対し、
さらに町からも治療費の一部を助成します。
▼内容　1回の治療につき、県不妊治療費助成事業による助成金の額を引いた残りの額に対して、5万円（治
療区分により 2万 5千円）を限度に、1年度目は年 3回まで、2年度目以降は年 2回を限度に通算 5年間（通
算 10回まで）助成します
▼対象　次のすべての要件に該当している人
❶県不妊治療費助成事業補助金の交付を受け、さらに治療費がそれを上回っているもの
❷法律上の婚姻をしている夫婦で、夫または妻のいずれか一方が特定不妊治療の終了日において町内に 1
年以上住所を有する

▼申請方法　県の不妊治療費補助金交付決定を受けた後、必要書類を持参のうえ健康づくり課に申請する
▼必要書類
▼町不妊治療費補助金交付申請書（健康づくり課窓口で受け取る）
▼県不妊治療費補助金交付決定および額の確定通知書の写し
▼県不妊治療費助成事業受診等証明書の写し（県に提出前に複写をとっておく）
▼住民票謄本の写し　※同一年度内 2回目以降の申請の場合は、身分証明書の写しでも可
▼医療機関発行の領収書（原本を提出していただき、確認後返却）
▼問い合わせ　健康づくり課保健予防係（総合保健福祉会館内）☎888－2940

不妊治療費助成事業不妊治療費助成事業
不妊治療を受けている夫婦の経済的・精神的負担を軽減
するため治療費の一部を助成します
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国保年金課後期高齢医療福祉係☎888ー1111（134・135）
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住
民
税
非
課
税
の

人
に
は
、『
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
（
以
下
、
認
定
証
）』が
交
付

さ
れ
ま
す
。
こ
の
認
定
証
を
医
療

機
関
に
受
診
す
る
際
に
提
示
す
る

こ
と
で
、
医
療
費
が
1
か
月
の
自

己
負
担
限
度
額
（
保
険
診
療
分
）

ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
入
院

時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
申
請
し
た
月
の
初
日
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
有
効
期
限
は

毎
年
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
現
在

認
定
証
を
お
持
ち
の
人
で
8
月
以

降
も
引
き
続
き
該
当
に
な
る
人
は
、

申
請
が
不
要
に
な
り
、
被
保
険
者

証
に
同
封
さ
れ
て
郵
送
さ
れ
ま
す
。

新
規
該
当
者
に
は
申
請
の
お
知
ら

せ
を
郵
送
し
ま
す
。

認
定
証
の
更
新

▼被保険者証

▼限度額適用・標準負担額減額認定証

平成２6 年　７月３１日

2 6 7 3 1

区　分 負担割合 判定基準

現役並み
所得者

3 割

本人または同一世帯内の被保険者
の住民税の課税所得が 145 万円
以上である
※文中『現役並み所得者』参照

一般 1 割 上記以外

※所得の変更により、負担割合が変わることがあります

▼自己負担割合の判定
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こうきこうれいしゃいりょうせいど

後期高齢者医療制度の
保険料と納め方

国保年金課後期高齢医療福祉係☎888ー1111（134・135）

均等割額 所得割額

保険料（年額）
(100円未満切捨て)＝

定額
39,500 円 ＋

所得から計算
（総所得金額等※	－ 33万円）

× 8.0％

賦課限度額（年額） = 55 万円
（どんなに所得の高い人でも保険料の上限は年額 55万円です）

※総所得金額等とは、『年金収入－公的年金控除』・『給与収入－給与
所得控除』・『事業収入－必要経費』等で、各種所得控除前の金額
です。また、退職所得以外の分離課税の所得金額（土地・建物や
株式等の譲渡所得などで特別控除後の額）も総所得金額等に含ま
れます

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
の
納
め
方
は
、
▼
特
別
徴
収
：

年
金
か
ら
引
か
れ
る
方
法
▼
普
通

徴
収
：
納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ

り
納
め
る
方
法
ー
の
2
通
り
が

あ
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
特
別
徴
収
と
な
り

ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
人
は
普

通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

▼
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
保
険
料
の
1
回
あ
た

り
の
合
計
が
、
1
回
あ
た
り
の

年
金
支
給
額
の
2
分
の
1
を
超

え
る
人

▼
受
給
し
て
い
る
年
金
が
年
額

18
万
円
未
満
の
人

▼
年
度
途
中
で
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
た
人

※
年
金
支
給
額
と
は
、
受
け
取
り

に
な
っ
て
い
る
年
金
総
額
で
は

な
く
、
介
護
保
険
料
が
引
き
落

と
さ
れ
て
い
る
年
金
の
支
給
額

で
す

※
複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
優
先
順
位
の
高
い
年
金

が
特
別
徴
収
対
象
年
金
に
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
厚
生
年
金
と

共
済
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場

合
、
厚
生
年
金
が
優
先
順
位
の

高
い
年
金
に
な
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
は
、
2
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
、
個
人
ご
と
に
算
定
し
て
、
定

額
の『
均
等
割
』と
所
得
に
応
じ
て

計
算
さ
れ
る『
所
得
割
』の
合
計
と

な
り
ま
す
。

■
均
等
割
軽
減

『
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
全
員
と
世
帯
主

の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
』
が

左
表
に
該
当
す
る
場
合
は
、
保
険

料
の
均
等
割
部
分
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

※
軽
減
判
定
の
注
意
：
世
帯
主
が
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
で
な
い
場
合
も
、
世
帯
主
の

総
所
得
金
額
等
は
軽
減
判
定
の

対
象
に
な
り
ま
す

■
所
得
割
軽
減

基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等

が
58
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
割

額
が
5
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
被
扶
養
で
あ
っ
た
人
の

軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

日
の
前
日
に
お
い
て
、
被
用
者
保

険
（
全
国
健
康
保
険
協
会
・
旧
政

府
管
掌
・
組
合
保
険
・
船
員
保
険
・

共
済
組
合
）
の
被
扶
養
で
あ
っ
た

人
は
、
均
等
割
額
が
9
割
軽
減
さ

れ
、
所
得
割
額
の
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保

険
組
合
の
加
入
者
で
あ
っ
た
人

は
該
当
し
ま
せ
ん

保
険
料
の
軽
減
措
置

保
険
料
の
納
め
方

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等が次の場合 軽減割合

33 万円を超えない世帯で、被保険者全員が年金収入 80
万円以下の世帯　※その他各種所得がない場合

9 割

33 万円を超えない世帯 8.5 割

33 万円＋「24万 5 千円×世帯の被保険者数（被保険
者である世帯主を除く）」を超えない世帯

5 割

33 万円＋「35万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 2 割

※収入が公的年金のみの人は、年金収入額から公的年金控除（年
金収入額が 330 万円以下は 120 万円）を差し引き、65歳以上
の人は、さらに高齢者特別控除（15万円）を差し引いて判定し
ます

▼均等割額の軽減

▼保険料と賦課限度額
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8月から
更新です

●
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者

に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
70
歳
に

な
ら
れ
た
月
の
翌
月
（
1
日
生
ま

れ
の
人
は
当
月
）
か
ら
高
齢
受
給

者
証
を
使
用
し
ま
す
。
現
在
交
付

さ
れ
て
い
る
受
給
者
証
の
有
効
期

限
は
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
新
し

い
受
給
者
証
は
7
月
中
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。
前
年
中
の
所
得
に
応

じ
て
自
己
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼
2
割
（
平
成
26
年
3
月
31
日
ま

で
1
割
）：
住
民
税
課
税
所
得
が

1
4
5
万
円
未
満
の
人
（
＝
一

般
）

※
70
歳
か
ら
74
歳
の
人
（
現
役
並

み
所
得
者
を
除
く
）
の
自
己
負

担
割
合
は
、
平
成
26
年
3
月

末
ま
で
1
割
に
据
え
置
か
れ

ま
す

▼
3
割
：
住
民
税
課
税
所
得
が

1
4
5
万
円
以
上
の
人
（
＝
現

役
並
み
所
得
者
）

※
現
役
並
み
所
得
者
と
判
定
さ

れ
る
所
得
で
あ
っ
て
も
、
該

当
者
の
収
入
合
計
が
2
人
以

上
で
5
2
0
万
円
未
満
、
1

人
で
3
8
3
万
円
未
満
の
場

合
、
申
請
に
よ
り
2
割
（
平
成

26
年
3
月
31
日
ま
で
1
割
）
負

担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
人
に
は
通
知
を
お

送
り
し
ま
す

●
限
度
額
適
用
認
定
証

国
保
加
入
者
が
高
額
な
医
療
を

受
け
た
際
に
、
一
つ
の
医
療
機
関

で
の
1
か
月
の
医
療
費
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り

ま
す
。

▼
交
付
条
件
：
▼
所
得
申
告
が
さ

れ
て
い
る
▼
国
保
税
に
未
納
が

な
い

※
70
歳
か
ら
74
歳
の
住
民
税
課
税

世
帯
の
人
は
、「
高
齢
受
給
者

証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
限
度

額
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
申
請
は
不
要
で
す

●
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

入
院
時
の
食
事
代
が
軽
減
さ
れ

る
認
定
証
で
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が
交
付

さ
れ
て
か
ら
90
日
以
上
入
院
し
て

い
る
人
は
、
申
請
に
よ
り
食
事
代

が
さ
ら
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

8
月
以
降
の
更
新
お
よ
び
新
規

交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
8
月
中

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
7
月
か

ら
申
請
で
き
ま
す
）

▼
必
要
な
も
の
：
▼
申
請
す
る
人

の
国
保
の
保
険
証
▼
印
鑑

※
別
世
帯
の
人
が
申
請
す
る
場
合

は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
身
分

証
（
運
転
免
許
証
等
）
も
あ
わ

せ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い

国
保
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
以
下
の
受
給
者
証
や
認
定
証
は
、
毎
年

7
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て
お
り
、
8
月
か
ら
更
新
と

な
り
ま
す
。

▼国民健康保険高齢受給者証

▼国民健康保険限度額適用認定証

自
己
負
担
割
合
の
判
定
方
法

国保税　納めて安心　わが家の健康

広報あみ 7月号通常版　2013.6.28　8

国保
お問い合わせは…
国保年金課国保係
☎888 ー 1111（131 ～
133）

高額な医療を受ける人
保険証とあわせて医療機関に
提示するもの

事前
申請

国
民
健
康
保
険

70 歳未満の人
限度額適用認定証または限度
額適用・標準負担額減額認定証

必要

70 歳から 74 歳の
非課税世帯の人

高齢受給者証と限度額適用・標
準負担額減額認定証

必要

70 歳から 74 歳の
課税世帯の人

高齢受給者証 不要

▼限度額適用認定証の交付対象者

医
療
費
が
高
額
の
と
き
は
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険
者
資
格
喪
失
確
認
証
」
ー
な

ど
の
写
し
▼
今
年
、
町
へ
転
入
し

た
人
は
前
年
の
所
得
状
況
『
各
種

控
除
内
容
（
社
会
保
険
料
控
除
・

医
療
費
控
除
等
）
も
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
』
を
証
明
す
る
も
の
▼

前
年
所
得
が
あ
る
人
は
、
前
年
所

得
を
証
明
す
る
も
の

※
保
険
料
免
除
・
若
年
者
納
付
猶

予
を
申
請
す
る
人
で
、「
配
偶

者
」・「
世
帯
主
」
が
該
当
す
る

場
合
、
該
当
す
る
す
べ
て
の
人

の
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す

■
継
続
申
請

申
請
時
の
希
望
に
よ
り
、
翌
年

度
以
降
継
続
し
て
免
除
（
猶
予
）

の
審
査
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
失
業
等
を
理
由
と
し

て
承
認
さ
れ
た
人
や
、
4
分
の
3

免
除
・
半
額
免
除
・
4
分
の
1
免
除

を
承
認
さ
れ
た
人
は
、
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。

■
追
納
し
ま
し
ょ
う
！

免
除
・
納
付
猶
予
の
承
認
を
受

け
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
3
年
度
目
以
降
に
追
納

す
る
場
合
、
当
時
の
保
険
料
に
加

算
金
が
つ
き
ま
す
の
で
、
お
早
め

の
『
追
納
』
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
保
険
料
免
除
制
度

『
全
額
免
除
』・『
4
分
の
3
免

除
』・『
半
額
免
除
』・『
4
分
の
1
免

除
』
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象

「
本
人
」・「
配
偶
者
」・「
世
帯
主
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
な
ど

が
定
め
ら
れ
た
基
準
に
該
当
す

る
人

※
失
業
・
倒
産
・
事
業
の
廃
止
・
天

災
ー
な
ど
に
よ
り
承
認
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す

※
4
分
の
3
免
除
・
半
額
免
除
・
4
分

の
1
免
除
は
社
会
保
険
料
等
の

控
除
額
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す

●
承
認
さ
れ
る
と

7
月
か
ら
翌
年
6
月
ま
で
、
保

険
料
の
全
額
・4
分
の
3・半
額・

4
分
の
1
ー
の
納
付
が
免
除

さ
れ
ま
す

※
4
分
の
3
免
除
・
半
額
免
除
・
4

分
の
1
免
除
は
、
残
り
の
額
を

期
限
内
に
納
付
し
な
い
と
未
納

期
間
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い

追
納
の
問
い
合
わ
せ

土
浦
年
金
事
務
所

☎
8
2
4
ー

7
1
2
1

みんなでささえ愛…ねんきん

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

申
請
に
よ
り
免
除
・
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
手
続
き

は
、
国
保
年
金
課
ま
た
は
う
ず
ら
出
張
所
で
『
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
届
出
く
だ
さ
い
。
後
日
、

日
本
年
金
機
構
が
前
年
の
所
得
な
ど
を
審
査
し
て
結
果
（
承
認
・
却
下
）
を

お
手
元
に
通
知
し
ま
す
。
平
成
24
年
度
の
受
付
は
7
月
31
日（
水
）ま
で
で

す
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
の
受
付
は
7
月
1
日（
月
）か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

免
除
が
該
当
し
な
い
場
合
で

も
、
30
歳
未
満
の
人
に
限
り
利
用

で
き
る
制
度
で
す
。

●
対
象

30
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
一
号

被
保
険
者
で
、「
本
人
」・「
配
偶

者
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得

な
ど
が
定
め
ら
れ
た
基
準
に
該

当
す
る
人

※
失
業
・
倒
産
・
事
業
の
廃
止
・
天

災
ー
な
ど
に
よ
り
承
認
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す

●
承
認
さ
れ
る
と

7
月
か
ら
翌
年
6
月
ま
で
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の
（
納
付
書
な

ど
）
▼
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る

場
合
不
要
）
▼
失
業
な
ど
を
理
由

と
す
る
と
き
は
、「
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
」・「
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
」・「
雇
用
保
険
被
保

▼ここが違う！　『免除・納付猶予』と『未納』

項　　目 年金額への算入 受給資格期間
への算入

障害・遺族年金受給
資格期間への算入 保険料の追納

全額免除 2 分の１ あり あり 10年以内なら可
4 分の 3 免除 8 分の５ あり あり 10 年以内なら可（2年以内

に残りの額を納付しないと
未納と同じ扱い）

半額免除 4 分の３ あり あり
4 分の 1 免除 8 分の 7 あり あり
若年者納付猶予 なし あり あり 10年以内なら可
未納 なし なし なし 2年以内なら可

国保年金課国民年金係☎ 888ー1111（136・137）

国
金民
年ご利用ください

『免除』・『猶予』制度
第１号被保険者で保険料を納めるのが困難なときは、
未納のままにせず、国保年金課で手続きを。



障害福祉課（総合保健福祉会館内）☎888 ー 2943

　障
祉
福
害

■
手
帳
制
度

●
身
体
障
害
者
手
帳

視
覚
・
聴
覚
・
平
衡
機
能
・
音
声

言
語
機
能
・
そ
し
ゃ
く
機
能
・
肢
体

（
上
肢
・
下
肢
・
体
幹
・
乳
幼
児
期
以

前
の
非
進
行
性
の
脳
病
変
に
よ
る

運
動
機
能
障
害
）・
心
臓
機
能
・
じ

ん
臓
機
能
・
呼
吸
器
機
能
・
ぼ
う
こ

う
機
能
・
直
腸
機
能
・
小
腸
機
能
・

肝
機
能
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
―
に
永
続

す
る
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
交

付
さ
れ
ま
す
。

●
療
育
手
帳

知
的
に
障
害
の
あ
る
人
が
援
護

を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
に
交
付

さ
れ
ま
す
。

●
精
神
保
健
福
祉
手
帳

精
神
の
疾
患
に
よ
り
日
常
生
活

や
社
会
生
活
に
制
約
が
あ
る
人
が

医
療
や
福
祉
の
支
援
を
受
け
や
す

く
す
る
た
め
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
障
害
者
総
合
支
援
法

平
成
25
年
4
月
か
ら
『
障
害
者

自
立
支
援
法
』が
一
部
改
正
さ
れ
、

法
律
の
名
称
が
『
障
害
者
総
合
支

援
法
』
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
障

害
者
の
範
囲
に
『
難
病
等
』
が
加

わ
り
、
国
の
指
定
す
る
1
3
0
の

難
病
等
の
人
も
、
障
害
区
分
認
定

等
の
手
続
き
を
経
て
、
必
要
と
認

め
ら
れ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

●
自
立
支
援
給
付

身
体
・
知
的
・
精
神
に
障
害
の
あ

る
人
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

等
介
護
系
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
就

労
移
行
支
援
な
ど
の
訓
練
系
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
、
障
害
者
支
援
施
設

の
通
所
お
よ
び
入
所
を
希
望
さ
れ

る
場
合
、
町
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
支

給
決
定
を
受
け
た
後
で
、
指
定
支

援
事
業
者
・
施
設
と
契
約
を
結
ん

で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す

（
介
護
保
険
対
象
者
は
、
介
護
保

険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
優
先
さ
れ

ま
す
）。

●
補
装
具
の
交
付
・
修
理

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
ま
た
は
難
病
等
（
国

が
定
め
る
1
3
0
疾
患
）の
人
に
、

そ
の
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
補
装

具
の
交
付
・
修
理
を
行
い
ま
す
。

義
眼
・
つ
え
・
補
聴
器
・
義
肢
・
下
肢

装
具
・
車
い
す
―
な
ど
が
対
象
で

す
（
介
護
保
険
対
象
者
は
、
介
護

保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
優
先
さ

れ
ま
す
）。

●
自
立
支
援
医
療

▼
精
神
通
院
：
精
神
に
疾
患
の
あ

る
人
が
、
そ
の
治
療
を
受
け
る

た
め
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

▼
更
生
医
療
：
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
、

障
害
を
軽
減
・
回
復
す
る
た
め

に
行
う
治
療
を
受
け
る
た
め

の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
（
角

膜
・
心
臓
・
関
節
形
成
手
術
・
血

液
透
析
な
ど
が
対
象
に
な
り

ま
す
）

▼
育
成
医
療
：
町
在
住
の
18
歳
未

満
で
手
術
等
に
よ
っ
て
身
体
上

の
障
害
お
よ
び
疾
患
の
改
善
が

見
込
ま
れ
る
児
童
に
対
し
て
、

医
療
保
険
に
よ
る
自
己
負
担
額

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■
福
祉
手
当
の
支
給
（
平
成

25
年
4
月
現
在
）

在
宅
の
重
度
障
害
者
（
児
）
に
、

各
種
の
福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

（
障
害
の
程
度
・
所
得
額
な
ど
に
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
）。

●
特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障

害
が
あ
り
、
常
時
特
別
な
介
護
が

必
要
な
人
に
対
し
、
手
当
を
支
給

し
ま
す
。
月
額
2
6
2
6
0
円
。

●
障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
害
が
あ

る
児
童
に
対
し
、
手
当
を
支
給
し

ま
す
。
月
額
1
4
2
8
0
円
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
で
監

護
・
養
育
す
る
父
母
な
ど
に
対
し
、

手
当
を
支
給
し
ま
す
。

▼
1
級
：
月
額
5
0
4
0
0
円

▼
2
級
：
月
額
3
3
5
7
0
円

●
在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
で
介

護
す
る
父
母
な
ど
に
対
し
、
手
当
を

支
給
し
ま
す
。
月
額
5
0
0
0
円
。

●
難
病
患
者
福
祉
手
当

県
か
ら
『
一
般
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
』
の
交
付
を
受
け
治
療

を
受
け
て
い
る
人
に
、
手
当
を
支

給
し
ま
す
。
在
宅
で
町
に
住
民
登

録
が
あ
り
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
な
い
人
が
対
象
で
す
（
毎
年
度

申
請
が
必
要
）。
月
額
3
0
0
0

円
。

町
で
は
、
障
害
が
あ
る
人
の
日
常
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
よ

う
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
主
な
も
の
を
掲
載
。
ほ

か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
）。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

に
よ
り
介
護
保
険
が
優
先
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
18
歳

以
上
の
人
は
本
人
（
配
偶
者
を
含
む
）
が
住
民
税
非
課
税
、
生
活
保
護
の

場
合
利
用
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外
の
人
に
つ
い
て
は
原
則
１
割
の

負
担
で
す
が
、
利
用
料
が
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
上
限
額
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
18
歳
以
下
の
児
童
に
つ
い
て
は
世
帯
で
判
定
し
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
の
場
合
利
用
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
以
外
の
世
帯
に
つ
い
て
は
18
歳
以
上
と
同
じ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
各
福

祉
手
当
は
、
所
得
制
限
が
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
障
害

福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご存じですか？　各種支援制度

『障害者福祉
サービス』

支え合って安心して暮らせる阿見
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11　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

検
査
内
容
・
実
施
予
定
日
な
ど
は

『
広
報
あ
み
』
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
（
例
年
2
月
に
実
施
し
ま
す
）。

■
精
神
障
害
者
デ
イ
ケ
ア
事
業

回
復
期
に
あ
り
病
状
が
安
定
し

て
い
る
精
神
障
害
者
で
主
治
医
の

許
可
を
得
ら
れ
る
人
に
、
集
団
生

活
指
導
（
デ
イ
ケ
ア
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。
毎
月
第
1
・
3
金
曜
日

の
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
つ
ぼ
み
教
室

小
学
校
就
学
前
の
障
害
を
有
す

る
児
童
の
早
期
療
育
を
支
援
す
る

た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
け
る
基

本
動
作
や
機
能
訓
練
を
行
う
と
と

も
に
、
保
護
者
の
人
へ
の
相
談
・

助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象
の
人
は
、
親
子
で
通
所
が

可
能
な
心
身
に
障
害
を
有
す
る
小

学
校
入
学
前
の
児
童
お
よ
び
心
身

に
障
害
を
有
す
る
未
就
学
児
童
の

保
護
者
の
人
で
す
。

■
視
覚
障
害
者
卓
球
教
室

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
少

な
い
在
宅
の
視
覚
障
害
者
の
人
た

ち
が
、
運
動
を
通
じ
て
身
体
の
維

持
増
強
を
図
り
な
が
ら
互
い
の
交

流
を
深
め
、
社
会
参
加
の
促
進
を

図
り
ま
す
。
対
象
の
人
は
、
視
覚

に
障
害
を
有
す
る
人
に
な
り
ま
す
。

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

事
業

身
体
障
害
手
帳
1
・
2
級
ま
た

は
、
療
育
手
帳
A○
・
A
お
よ
び
精

神
保
健
福
祉
手
帳
1
・
2
級
の
所

持
者
で
か
つ
自
立
支
援
受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
人

が
、
通
院
の
た
め
に
利
用
す
る
タ

ク
シ
ー
の
初
乗
り
料
金
相
当
分
を

助
成
し
ま
す
。
年
間
36
枚
（
じ
ん

臓
障
害
で
慢
性
透
析
療
法
を
受
け

て
い
る
人
は
年
間
60
枚
）
の
利
用

券
を
交
付
し
ま
す
。

●
知
的
障
害
者
探
索
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
知
的
障
害
者
の
探
索
を
必
要
と

し
て
い
る
家
庭
な
ど
に
通
報
装
置

（
G
P
S
装
置
）
を
貸
与
し
ま
す
。

●
重
度
障
害
者
（
児
）
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
事
業

重
度
の
障
害
者
（
児
）
の
家
庭

生
活
を
送
り
や
す
く
す
る
た
め
、

住
宅
の
一
部
を
改
造
す
る
場
合
に

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
身
体
障
害
者
健
康
診
査
事
業

在
宅
で
常
時
車
い
す
を
使
用

し
て
い
る
、
脊
椎
損
傷
・
脳
性
ま

ひ
・
脳
血
管
疾
患
な
ど
に
よ
り
身

体
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て

い
る
人
に
対
し
、
健
康
診
査
を

行
い
ま
す
。

施
設
入
所
・
入
院
中
の
人
、
1

年
以
内
に
同
様
の
検
査
を
受
け

■
税
金
・
公
共
料
金
な
ど
の

減
免

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
が
対
象
で
す
（
一
定
の
条

件
が
あ
り
ま
す
）。

▼
所
得
税
：
竜
ケ
崎
崎
税
務
署
☎

0
2
9
7
ー

6
6
ー

1
3
0
3

▼
住
民
税
・
軽
自
動
車
税
：
役
場
税

務
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1

▼
普
通
自
動
車
税
：
土
浦
県
税
事

務
所
☎
8
2
2
ー

7
2
0
8

▼
N
H
K
放
送
受
信
料
の
減
免
：

障
害
福
祉
課
で
証
明
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す

■
各
種
割
引

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
が

対
象
で
す
。

▼
タ
ク
シ
ー
料
金
の
割
引
：
県
内

で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
際
、

手
帳
を
運
転
手
に
提
示
す
る
と

料
金
が
1
割
引
に
な
り
ま
す

▼
J
R
運
賃
・
バ
ス
運
賃
・
航
空
運

賃
の
割
引
：
割
引
の
対
象
に
は
、

一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
割

引
率
も
各
交
通
機
関
で
異
な
り

ま
す
の
で
、
各
交
通
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
有
料
道
路
料
金
の
割
引
：
身
体

障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
自
動

車
ま
た
は
重
度
の
身
体
・
知
的

障
害
者
を
乗
せ
て
介
護
者
が
運

転
す
る
自
動
車
は
、
通
行
料
金

が
割
引
さ
れ
ま
す
。
利
用
す
る

供
等
お
よ
び
社
会
と
の
交
流
の
促

進
を
行
い
、
社
会
復
帰
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

●
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

家
庭
で
の
入
浴
が
困
難
な
重
度

の
身
体
障
害
者
に
対
し
、
週
2
回

を
限
度
と
し
て
入
浴
車
を
派
遣

し
、入
浴
の
支
援
を
行
い
ま
す（
介

護
保
険
制
度
が
優
先
さ
れ
ま
す
）。

●
日
中
一
時
支
援
事
業

介
護
者
の
都
合
な
ど
に
よ
り
障

害
者
（
児
）
を
一
時
的
に
介
護
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
、
施
設
で
一

時
預
か
り
を
行
い
ま
す
（
利
用
制

限
が
あ
り
ま
す
）。

●
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

自
立
支
援
給
付
の
支
給
に
該
当

し
な
い
人
に
つ
い
て
、
家
事
な
ど

の
日
常
生
活
支
援
を
行
い
ま
す

（
利
用
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

●
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
補
助

事
業

身
体
障
害
者
手
帳（
1
～
4
級
）

を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
が
、
就
労

を
目
的
に
免
許
を
取
得
す
る
場

合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
10
万
円

を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

●
自
動
車
改
造
費
補
助
事
業

上
肢
・
下
肢
・
体
幹
機
能
障
害
で

身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
が
、
就
労
な

ど
に
伴
い
、
自
ら
運
転
す
る
自
動

車
を
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
10
万
円
を
限
度
に
補
助

し
ま
す
。

際
に
は
、
障
害
福
祉
課
で
割
引

証
明
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
■
町
地
域
生
活
支
援
事
業

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
障
害
者

手
帳
を
取
得
し
て
い
る
な
ど
、
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

税
金
の
滞
納
が
あ
る
人
（
世
帯
）

は
、
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
は
利

用
者
負
担
が
あ
り
ま
す
。

●
相
談
支
援
事
業

障
害
者
（
児
）
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
必
要
な
情
報
の
提
供

や
助
言
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

支
援
お
よ
び
成
年
後
見
制
度
の
利

用
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

聴
覚
障
害
者
な
ど
へ
の
手
話
通

訳
者
や
要
約
筆
記
者
の
派
遣
を
行

い
ま
す
。

●
日
常
生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

日
常
生
活
上
の
便
宜
を
図
る
た

め
、
在
宅
の
重
度
障
害
者
な
ど
に

日
常
生
活
用
具
を
給
付
・
貸
与
し

ま
す
（
介
護
保
険
制
度
が
優
先
。

障
害
の
種
類
・
等
級
な
ど
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
）。

●
移
動
支
援
事
業

社
会
生
活
上
必
要
不
可
欠
な
外

出
な
ど
、
社
会
参
加
の
た
め
の
外

出
の
際
の
移
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

通
所
に
よ
り
創
作
的
活
動
の
提

支え合って安心して暮らせる阿見
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みんなでささえ愛…かいごほけん

65歳以上の皆さんへ

介護保険料の
納付について

普通徴収の人は 7月に納付書が発送されます

介
護

保
険

社会福祉課介護保険係☎888ー1111（164・165）

区　分 対　　　象 年間保険料
第 1段階 生活保護受給者、老齢福祉年金受給者（町民税非課税世帯） 26,400 円
第 2段階 世帯全員が町民税非課税で、課税年金収入と合計所得の合計が 80万円以下 26,400 円
第 3段階 世帯全員が町民税非課税で、上記以外 39,600 円
第 4段階
（軽減措置）

本人が町民税非課税で、同一世帯に課税者がいて、課税年金収入と合計所得の
合計が 80万円以下

43,800 円

第 4段階 本人が町民税非課税で、同一世帯に課税者がいて、上記以外 52,800 円
第 5段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 200万円未満 66,000 円
第 6段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 200万円以上 79,200 円

皆さんに納めていただく介護保険料は、『特別徴収』と『普通徴収』の 2種類の方法により徴収しています。
保険料は、介護保険を運営するための大切な財源となります。誰もが安心して介護サービスを利用できるよ
う、保険料の納付にご理解・ご協力をお願いします。

65歳以上の人の介護保険料の納め方は 2種類（特別徴収・普通徴収）あり、受給している年金の額によって
納付の方法が異なります（年金を受給されていない人は、すべて普通徴収となります）。

特別な事情もなく保険料を滞納すると、介護サービス利用時に、滞納した期間に応じて給付制限を受けるこ
とがあります。お支払いでお困りの人は、分割納付の制度もありますのでご相談ください。
また、次のような保険料の軽減制度もあります。
●生計が困難な人の減額
世帯全員が住民税非課税で、世帯の年間収入・預貯金・資産等が一定の要件に該当する場合
●災害などによる減免
災害などの特別な事情により、お支払いが一時的に困難となった場合
●問い合わせ：社会福祉課介護保険係☎888ー1111（164・165）

■お支払いでお困りの人は

65 歳以上の人の介護保険料

保険料の納め方
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みんなでささえ愛…かいごほけん

低所得者等の
自己負担額軽減

軽減を受けるには申請が必要です！

介
護

保
険

社会福祉課介護保険係☎888ー1111（164・165）

介護保険 3 施設（ショートステイを含む）での居住費（滞在費）・食費は利用する人が全額負担することにな
っていますが、所得の低い人の負担が重くなり過ぎないよう、利用者負担段階に応じて負担を軽減して

います。軽減を受けるには申請が必要です。　※グループホーム・有料老人ホームでのご利用はできません

利用者負担段階が、下記の『第 1 段階』～『第 3 段階』に該当する人です。

利用者負担
第１段階

▼住民税が世帯非課税で、老齢福祉年金を受けている人
▼生活保護を受けている人
▼境界層に該当する人（負担の低い基準を適用すれば、生活保護を必要としない状態になる人）

利用者負担
第 2 段階

▼住民税が世帯非課税で、合計所得金額と課税年金収入額の合計が年間で 80万円以下の人
▼境界層に該当する人（負担の低い基準を適用すれば、生活保護を必要としない状態になる人）

利用者負担
第 3 段階

▼住民税が世帯非課税で、利用者負担第 2段階に該当しない人
▼境界層に該当する人（負担の低い基準を適用すれば、生活保護を必要としない状態になる人）
▼利用者負担第 4段階で、下記の『特例減額措置』を受けられる人

利用者負担
第 4 段階

▼世帯内に住民税を課税されている人がいるが、本人が住民税非課税の人
▼本人が住民税を課税されている人

※利用者負担第 4 段階で『特例減額措置』を受けられる人
利用者負担第 4段階の人は、『特定入所者介護（支援）サービス費』の対象とはなりません。しかし、高齢夫
婦世帯などで一方が施設に入所し、居住費・食費を負担することで生計が困難になるなど一定の要件を満たし、
申請により認められた人は、利用者負担第 3段階と同様の『特例減額措置』を受けることができます。詳しく
は社会福祉課までお問い合わせください。

現在認定証をお持ちの人は、
6月30日で有効期間が満了に
なります。引き続き軽減を希
望する人はお早めに社会福祉
課で更新手続きをしてくださ
い。
なお、更新以外の申請も随
時受け付けていますので、詳
しくは社会福祉課までお問い
合わせください。

➡

➡

申請からサービスの利用まで

負担軽減の対象となる人は？

●社会福祉課窓口で申請します
施設サービス（ショートステイを含む）を利用していて、利用者負担
段階が『第 1段階』『第 2段階』『第 3段階』に該当する人は、社会福
祉課窓口で『介護保険負担限度額認定申請』を行ってください。

●『介護保険負担限度額認定証』が交付されます
申請すると『介護保険負担限度額認定証』が送付されます。要支援の
人と要介護の人とは同じ様式です。居住費と食費とに分けず、1枚で
両方に対応します。制度が始まる前から施設に入所している『旧措置
入所者』の人には、別の認定証が発行されます。認定証の有効期限は
1年間（7月 1日～翌年 6月 30日）です。

●サービスを利用するとき、認定証を提示しましょう
認定証を事業者に提示することで、限度額の範囲内の自己負担にな
ります。
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なくそう

高齢者への虐待
高齢者の虐待を地域で防ごう

者
本
人
が
家
族
に
遠
慮
し
た
り
、

世
間
体
を
気
に
し
た
り
し
て
、
虐

待
の
事
実
が
わ
か
り
づ
ら
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
虐

待
防
止
法
で
は
、『
虐
待
を
受
け

た
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
を
発
見
し

た
人
は
、
市
町
村
の
相
談
窓
口
に

通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

虐
待
の
背
景
に
は
、
高
齢
者
本

人
と
養
護
者
・
家
族
と
の
人
間
関

係
、
過
重
な
介
護
負
担
、
認
知
症

介
護
の
困
難
、
地
域
社
会
で
の
家

族
の
孤
立
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
あ
り
、
往
々
に
し
て
そ
れ
ら
が

絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
1
人
で
悩

ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
お
よ
び
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
虐
待
の
通
報
や
相

談
を
受
け
た
場
合
、
高
齢
者
の
状

況
を
確
認
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係

機
関
と
連
携
し
て
家
族
や
高
齢
者

本
人
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
☎

8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
6
1
・

1
6
3
）

●
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）☎

8
8
7
ー

8
1
2
4

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
環
境

の
中
で
、
意
思
が
尊
重
さ

れ
、
尊
厳
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ

と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
人
の
孤
立
や
介
護
疲
れ
、
ス

ト
レ
ス
が
原
因
に
よ
る
高
齢
者
へ

の
虐
待
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
虐
待
の
こ
と
を
知

り
、
見
守
り
、
気
づ
く
こ
と
で
、

虐
待
の
起
こ
ら
な
い
地
域
づ
く
り

を
お
願
い
し
ま
す
。

何
が
虐
待
か
は
、
人
に
よ
っ
て

考
え
方
が
ま
ち
ま
ち
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
に
虐
待

を
発
見
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
次
の
5
つ
を
「
虐
待
」
と
捉

え
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

❶
身
体
的
虐
待

暴
力
的
行
為
な
ど
で
、
身
体
に

あ
ざ
、
痛
み
を
与
え
る
行
為
や
、

外
部
と
の
接
触
を
意
図
的
・
継
続

的
に
遮
断
す
る
行
為
。

▼
具
体
的
な
例
：
▽
平
手
打
ち
を

す
る
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
、

無
理
や
り
食
事
を
口
に
入
れ

る
、
や
け
ど
・
打
撲
さ
せ
る
▽

ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
た
り
、
意

図
的
に
薬
を
過
剰
に
服
用
さ
せ

た
り
し
て
、
身
体
を
拘
束
・
抑

社会福祉課高齢福祉係☎888ー1111（161・163）

に
恥
を
か
か
せ
る
▽
ど
な
る
、

の
の
し
る
、
悪
口
を
言
う
▽
侮

辱
を
込
め
て
子
ど
も
の
よ
う
に

扱
う
▽
高
齢
者
が
話
し
か
け
て

い
る
の
を
意
図
的
に
無
視
す
る

ー
な
ど

❹
性
的
虐
待

本
人
と
の
間
で
合
意
が
形
成
さ

れ
て
い
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の

性
的
な
行
為
ま
た
は
そ
の
強
要
。

▼
具
体
的
な
例
：
▽
排
せ
つ
の
失

敗
に
対
し
て
懲
罰
的
に
下
半
身

を
裸
に
し
て
放
置
す
る
▽
キ

ス
、
性
器
へ
の
接
触
、
性
的
関

係
を
強
要
す
る
ー
な
ど

❺
経
済
的
虐
待

本
人
の
合
意
な
し
に
財
産
や
金

銭
を
使
用
し
、
本
人
の
希
望
す
る

金
銭
の
使
用
を
理
由
な
く
制
限
す

る
こ
と
。

▼
具
体
的
な
例
：
▽
日
常
生
活
に

必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
／
使

わ
せ
な
い
▽
本
人
の
自
宅
等
を

無
断
で
売
却
す
る
▽
年
金
や
預

貯
金
を
本
人
の
意
思
・
利
益
に

反
し
て
使
用
す
る
ー
な
ど

高
齢
者
へ
の
虐
待
は
、
虐
待
を

行
っ
て
い
る
人
に
自
覚
が
な
か
っ

た
り
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢

制
す
る
ー
な
ど

❷
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

意
図
的
で
あ
る
か
結
果
的
で
あ

る
か
を
問
わ
ず
、
介
護
や
生
活
の

世
話
を
行
っ
て
い
る
家
族
が
、
そ

の
提
供
を
放
棄
ま
た
は
放
任
し
、

高
齢
者
の
生
活
環
境
や
高
齢
者
自

身
の
身
体
・
精
神
的
状
態
を
悪
化

さ
せ
て
い
る
こ
と
。

▼
具
体
的
な
例
：
▽
入
浴
し
て
お

ら
ず
異
臭
が
す
る
、
髪
が
伸
び

放
題
だ
っ
た
り
、
皮
ふ
が
汚
れ

て
い
る
▽
水
分
や
食
事
を
十
分

に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

で
、
空
腹
状
態
が
長
時
間
に
わ

た
っ
て
続
い
た
り
、
脱
水
症
状

や
栄
養
失
調
の
状
態
に
あ
る
▽

室
内
に
ご
み
を
放
置
す
る
な

ど
、
劣
悪
な
住
環
境
の
中
で
生

活
さ
せ
る
▽
高
齢
者
本
人
が
必

要
と
す
る
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
相
応
の
理
由
な
く
制
限
し

た
り
使
わ
せ
な
い
▽
同
居
人
に

よ
る
高
齢
者
虐
待
と
同
様
の
行

為
を
放
置
す
る
ー
な
ど

❸
心
理
的
虐
待

脅
し
や
侮
辱
な
ど
の
言
葉
や
威

圧
的
な
態
度
、
無
視
、
嫌
が
ら
せ

等
に
よ
っ
て
精
神
的
・
情
緒
的
苦

痛
を
与
え
る
こ
と
。

▼
具
体
的
な
例
：
▽
排
せ
つ
の
失

敗
を
嘲
笑
し
た
り
、
そ
れ
を
人

前
で
話
す
な
ど
に
よ
り
高
齢
者

虐
待
と
は
何
か
？

虐
待
の
防
止
と

早
期
発
見
の
た
め
に

相
談
や
通
報
を

お
願
い
し
ま
す

こうれいしゃへのぎゃくたいぼうし



梅雨が明けると、いよいよ夏本番です。プールや水遊びなど
が楽しめる季節になりますね。
今回の子育てシリーズは、0・1・2 歳児の生活についてと地域
子育て支援センターについてお届けします。今月は 0・1・2
歳児の「食事」と「遊び」についてご紹介します。

各保育所・保育園についての問い合わせ：児童福祉課☎888 ー 1111（168）

子どもが初めて出会う食事は離乳食です。離乳食は、食べる
楽しさやおいしさを経験する大切な一歩です。赤ちゃんの目を
見ながら「おいしいね」などの言葉をかけ、1さじずつゆっくり
と食べられるようにするとよいですね。
あせらず急がず、嫌がるときは無理強いせず、様子を見なが

ら赤ちゃんのペースに合わせて進めるとよいでしょう。
1歳～ 2歳になると、食欲が増し、味覚も発達してきます。

食べ物に好き嫌いが出てくるのもこの時期です。「これはどんな
味がするのかな？」などと声をかけながら、いろいろな食品や
味に興味を持たせていきたいですね。
また、大好きな家族が一緒に食べることで「食べてみたい」

という気持ちもわいてきます。食べる意欲を育てるために、親
子で体を動かして遊び、お腹がすくリズムを作りましょう。

食事について

こそだてをおうえん

子どもにとって遊びは、「人と遊ぶ楽しさ」「人と関わる喜び」
を味わえるものです。身近な大人や物など、周りにあるものす
べてが遊びの対象になります。
子どもは、「いないいないばあ」遊びが大好きです。相手の顔

が隠れて目の前の人が見えなくなっても、すぐに出てきて安心
します。繰り返し遊ぶことで、人への安心感・信頼感が育まれ
ていきます。
友達と一緒に遊ぶようになると、おもちゃの食べ物や食器を

並べ、「いただきます」や「ごちそうさま」と食べるまねをして、
「これはなに？」「○○よ」と言葉のやりとりを楽しみながら、
興味や関心を広げていくようになります。また、歩行がしっか
りしてきた子どもは、大人が追いかけると「つかまらないぞ」
と走り、体を動かす楽しさを経験します。
子どもは遊びを通して、体も心も成長し友達との関係も育ん

でいきます。生活のすべてが成長につながる乳幼児期の大切な
遊びを、大人も一緒に楽しんでいきましょう。

遊びについて

15　人と自然がつくる楽しいまちーあみ



区 分 年度末現在高
財政調整基金 3,552,300
減債基金 373,100
その他の基金 2,219,510
国民健康保険支払準備基金 180,000
公共下水道整備基金 100
農業集落排水事業債減債基金 100,733
介護給付費準備基金 1
土地開発基金（現金） 3,600

合　計 6,429,344

●町債
区 分 年度末現在高

一般会計 12,397,751
特別会計 8,838,832

公共下水道事業 7,424,694
土地区画整理事業 171,531
農業集落排水事業 1,242,607

公営企業会計（水道事業） 1,009,247
合　計 22,245,830

まちのざいせいじじょう

町の財政状況を公表します

企画財政課財政係☎888ー1111（223・224）

平成 24年度下半期

財政事情
町民の皆さんに町政の運営状況についてご理解を深めて
いただくために、平成 24年度下半期（平成 25年 3月 31
日現在）の各会計予算の収支状況等をお知らせします。
なお、一般会計および特別会計の収支状況は、平成 25
年 3月 31 日までに発生した債権や債務を整理するための
出納整理期間（平成 25 年 4月 1日から 5月 31 日までの
2か月間）における収入支出は含まれませんので、決算額（最
終確定額）とは一致しません。

■一般会計 （単位：千円・％）

■町債等の現在高
（単位：千円）

■基金の現在高 （単位：千円）

●一時借入金
なし

■公営企業会計（水道事業） （単位：千円・％）※収益的：事業の管理・運営に関する収入および支出
をいいます
※資本的：施設の建設・改良などに関する収入および
支出をいいます
※資本的収支の支出に対する収入の不足額は、過年
度分損益勘定留保資金等で補てんします
※消費税・地方消費税を含みます

区 分 予算現額 執行済額 執行割合

収益的
収入 983,053 996,678 101.4
支出 983,053 893,208 90.9

区 分 予算現額 執行済額 執行割合

資本的
収入 341,895 339,176 99.2
支出 710,412 688,347 96.9

歳　入 歳　出
区 分 予算現額 収入済額 収入割合 区 分 予算現額 支出済額 支出割合

町 税 7,203,025 7,096,478 98.5 議会費 156,467 152,541 97.5
地方譲与税 199,200 190,173 95.5 総務費 1,622,762 1,314,422 81.0
地方消費税交付金 433,000 431,607 99.7 民生費 4,354,158 2,939,653 67.5
地方特例交付金 29,177 29,177 100.0 衛生費 1,298,872 1,000,808 77.1
地方交付税 888,724 1,137,940 128.0 農林水産業費 248,946 137,910 55.4
分担金及び負担金 203,735 198,096 97.2 商工費 144,657 133,820 92.5
使用料及び手数料 254,054 228,449 89.9 土木費 3,375,455 1,382,863 41.0
国庫支出金 2,228,661 1,363,373 61.2 消防費 682,532 619,085 90.7
県支出金 1,001,081 332,788 33.2 教育費 3,249,793 1,884,053 58.0
繰入金 73,247 73,246 100.0 災害復旧費 1 0 0.0
繰越金 1,449,820 1,449,820 100.0 公債費 1,325,671 1,188,057 89.6
諸収入 569,240 410,289 72.1 諸支出金 902,603 902,583 100.0
町 債 2,657,500 1,548,000 58.3 予備費 12,793 0 0.0
その他 184,246 185,382 100.6

合 計 17,374,710 14,674,818 84.5 合 計 17,374,710 11,655,795 67.1

■特別会計
会計名 予算現額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

国民健康保険 5,424,390 4,801,479 88.5 4,593,079 84.7
公共下水道事業 2,070,818 712,140 34.4 1,118,205 54.0
土地区画整理事業 239,608 367,117 153.2 191,201 79.8
農業集落排水事業 171,111 50,734 29.6 133,835 78.2
介護保険 2,377,816 1,927,887 81.1 2,169,651 91.2
後期高齢者医療 683,502 332,618 48.7 659,379 96.5

合 計 10,967,245 8,191,975 8,865,350

※出納整理期間（平成 25
年 4月・5月）における借
入額を含みます
※平成 24年度上半期まで特
別会計に計上していた土地
区画整理普通会計債分は一
般会計に計上します
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（単位：千円・％）※予算現額（一般会計およ
び特別会計）：当初予算額
に 4 月以降の補正予算
額・予備費充用・費目間の
流用・前年度からの繰越
明許にかかる繰越額など
を増減した後の予算額
※会計それぞれの性質およ
び事業の内容により、そ
の執行状況が異なります



まちしょくいんぼしゅう

問い合わせ　〒 300 － 0392 阿見町中央一丁目 1 番 1 号　総務課職員係☎888 － 1111（211・212）

①試験区分・採用予定人数

③ 2 次試験

と
し
て
建
築
関
係
の
設
計
・
施
工

管
理
等
の
職
務
経
験
を
5
年
以
上

有
し
、こ
れ
を
証
明
で
き
る
人（
経

験
年
数
計
算
の
基
準
日
は
平
成
25

年
6
月
30
日
現
在
）

▼
年
齢 

昭
和
38
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

●
栄
養
士

▼
学
歴 

栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る

人
、
ま
た
は
平
成
26
年
3
月
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
の
人

▼
年
齢 

昭
和
38
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

●
保
育
士

▼
学
歴 
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る

人
、
ま
た
は
平
成
26
年
3
月
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
の
人

▼
年
齢 

昭
和
63
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
8
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た

人
■
欠
格
事
項

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▼
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

▼
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

▼
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
人

▼
本
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処

分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら

2
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

▼
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成

立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る

こ
と
を
主
張
す
る
政
党
、
そ
の
他

団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に

加
入
し
た
人

■
試
験
の
方
法

試
験
は
、
1
次
試
験
・
2
次
試
験

お
よ
び
身
上
調
査
と
し
、
2
次
試
験

は
1
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て
の

み
行
い
ま
す
。
身
上
調
査
は
受
験
資

格
の
有
無
お
よ
び
申
込
書
記
載
事
項

の
真
否
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

試
験
の
内
容
・
期
日
・
場
所
等
は
下

表
②
〜
④
の
と
お
り
。

■
給
与

給
与
は
、
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
・
規
則
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
学
校
卒
業
直
後
に
採

用
さ
れ
た
場
合
は
下
表
⑤
の
と
お
り
。

■
受
験
手
続
・
受
付
期
間

●
申
込
用
紙
の
請
求

▼
申
込
用
紙
は
総
務
課
に
直
接
ま
た

は
郵
送
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い

▼
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
『
職
員
採
用
試
験
申
込
用

紙
請
求
』
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先

を
明
記
し
て
90
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
（
12 

cm
×
23
・
5 

cm
）

お
よ
び
最
終
学
歴
（
見
込
含
む
）・

希
望
職
種・氏
名・生
年
月
日・住
所・

電
話
番
号
を
明
記
し
た
書
類
を
必

ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
期
間

▼
7
月
1
日（
月
）～
31
日（
水
）　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

▼
郵
送
は
7
月
31
日（
水
）必
着

●
申
込
方
法

総
務
課
に
申
込
書
を
1
部
提
出
。

受
験
料
不
要
。
受
験
申
込
者
に
は
受

験
票
を
交
付
し
ま
す
。

■
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人

数下表
①
の
と
お
り
。

■
受
験
資
格

健
康
状
態
が
正
常
で
、
募
集
区
分

ご
と
に
次
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

（
町
外
居
住
者
も
受
験
で
き
ま
す
）。

●
一
般
事
務
職

▼
学
歴 

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学

歴
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
26

年
3
月
卒
業
見
込
の
人

▼
年
齢 

昭
和
38
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

※
阿
見
町
で
は
、
行
政
課
題
の
複
雑

化
・
多
様
化
・
専
門
化
の
進
展
に
適

切
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

新
規
卒
業
者
を
募
集
す
る
と
と
も

に
、
民
間
企
業
等
の
職
務
経
験
で

培
わ
れ
た
コ
ス
ト
意
識
・
経
営
感

覚
・
高
い
専
門
性
・
柔
軟
な
発
想
力

な
ど
を
有
す
る
人
材
を
求
め
ま
す

（
特
に
必
要
と
し
て
い
る
職
務
経

験
の
事
例
：
情
報
処
理
、
土
木
設

計
・
施
工
管
理
な
ど
）

●
一
級
建
築
士

▼
学
歴 

一
級
建
築
士
の
資
格
を
有

す
る
人
で
、
民
間
企
業
等
に
お
い

て
、
一
級
建
築
士
（
正
社
員
等
）

平
成
25
年
度（
平
成
26
年

4
月
1
日
付
採
用
予
定
）

町
職
員
採
用

試
験
案
内

17　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

試験区分 採用予定人数 職務内容
一般事務職 7 人程度 一般事務
一級建築士 1 人程度 建築関係（設計・施工管理等）業務

栄養士 1 人程度 栄養関係業務
保育士 2 人程度 保育業務

口述試験 個別面接による主に人物についての試験
実技試験等 保育士：保育に必要なピアノ等の実技試験
身体検査 職務遂行に必要な健康度を有するかの検査

② 1 次試験

試験方法 択一式および作文の筆記試験。作文は主に文章表
現力等についての試験（※）

試
験
区
分
・
科
目

A
（大学卒）

公務員として必要な大学で履修した程度の一般的
知識・知能。社会科学・人文科学・自然科学・判断推
理・文章理解（英語を含む）・数的処理・資料解釈

B
（短大・高
校卒など）

公務員として必要な高等学校で履修した程度の
一般的知識・知能。国語・社会・理科・数学・判断推理・
文章理解（英語を含む）・数的処理・資料解釈

④試験日・試験場および合格者の発表
区　分 1 次試験 2 次試験
期　日 9 月 22日（日） 11 月上旬ごろ

試験場 茨城大学（水戸市文
京 2丁目 1番 1号）

1次試験合格者
に通知します

合格者
の発表

10 月中旬ごろ、
本人に通知します

12月中に、
本人に通知します

⑤新卒者給料

職　　種
初任給（平成 25 年 4 月現在）

高校卒 短大卒 大学卒
一般事務職 140,100 円 152,800 円 172,200 円
一級建築士 152,800 円 172,200 円

栄養士 152,800 円 172,200 円
保育士 152,800 円 172,200 円

▼学校卒業後一定の経験年数がある人は、上記金額
に一定額が加算されます
▼給料のほか、扶養・住居・通勤・時間外勤務・期末・
勤勉手当が支給されます

※　1 次試験の合否判定は筆記試験のみで判定し、
作文は 2 次試験の合否判定資料とします



町
民
に
よ
る
町
民
の
た
め
の
地
域
国
際
交
流
の
充
実
を
目
指
し
て

町
国
際
交
流
協
会

十
五
年
目
の
歩
み

町
国
際
交
流
協
会
は
、
設
立
後
15
年
目

を
迎
え
、
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
交
流
お

よ
び
町
内
地
域
交
流
そ
れ
ぞ
れ
に
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
、
有
意
義
な
交

流
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

米
国
ス
ー
ペ
リ
ア
市
と
の
姉
妹
都
市

交
流
で
は
、
昨
年
の
震
災
の
影
響
で
順
延

さ
れ
て
い
た
ス
ー
ペ
リ
ア
市
使
節
団
19

人
（
市
民
6
人
・
学
生
11
人
・
引
率
2
人
）

が
8
月
上
旬
に
来
町
し
、
大
部
分
の
人
は

町
内
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が

ら
、
阿
見
中
学
校
と
の
交
流
を
は
じ
め
、

町
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
の
交
流
、
英
語
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
茶
道
・
吹
き
矢
・
着
物

着
付
け
体
験
、
ま
い
・
あ
み
・
ま
つ
り
の
み

こ
し
体
験
・
盆
踊
り
へ
の
参
加
な
ど
を
通

じ
て
町
民
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
時
に
、
ス
ー
ペ
リ
ア
市
で
6
月

に
発
生
し
た
洪
水
被
害
に
対
し
て
、
約

26
万
円
の
義
援
金
が
贈
呈
さ
れ
、
現
地
で

の
復
旧
支
援
に
活
用
さ
れ
大
変
喜
ば
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
中
国
柳
州
市
と
の
友
好
都
市
交

流
で
は
、
8
月
上
旬
に
阿
見
町
中
学
生
親

善
大
使
11
人
を
派
遣
し
、
学
生
は
一
般
家

庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
、
中
国
で

の
生
活
・
文
化
体
験
、
人
と
人
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
心
に
残
る
有
意
義
な
経
験
を

し
ま
し
た
。

一
方
、
地
域
在
住
の
外
国
人
と
の
交
流

は
、
国
際
親
善
花
見
会
に
は
じ
ま
り
、
ハ

ッ
ピ
ー
タ
イ
ム
、
ま
い
・
あ
み
・
ま
つ
り
へ

の
参
加
、
日
本
文
化
体
験
ツ
ア
ー
（
桜
田

門
外
の
変
ロ
ケ
セ
ッ
ト
・
お
菓
子
夢
工
房
・

茨
城
空
港
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
と
タ
イ

料
理
を
作
り
な
が
ら
の
料
理
交
流
会
、
世

界
文
化
紹
介
（
オ
ラ
ン
ダ
編
）、
外
国
人

の
た
め
の
日
本
語
教
室
な
ど
多
く
の
協
会

会
員
お
よ
び
町
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
得

て
楽
し
く
交
流
と
支
援
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、『
さ
わ
や
か
フ
ェ
ア

2
0
1
2
』
に
参
加
し
て
当
協
会
の
活
動

を
P
R
す
る
と
と
も
に
、
国
際
農
園
グ
ル

ー
プ
生
産
の
農
作
物
の
販
売
を
行
い
、
収

益
金
を
善
意
銀
行
に
寄
付
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
在
住
外
国
人
へ
の
支
援

強
化
の
一
環
と
し
て
、
県
国
際
交
流
協
会

主
催
の
「
外
国
人
の
た
め
の
地
域
生
活
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
育
成
研
修
会
」
や
「
外
国
人

の
法
律
相
談
研
修
会
」
に
参
加
し
、
研
さ

ん
を
図
り
ま
し
た
。

町
国
際
交
流
協
会
は
、
今
後
と
も
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
み
ん
な
が
安
心

し
て
平
和
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
目
指

し
て
、
国
際
交
流
活
動
の
展
開
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と

積
極
的
な
参
加
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

町中学生親善大使　中国柳州市を訪問（8月 1日～ 9日）
●柳州市第 12中学校舎前で記念撮影 ●町から帆引き船の模型を贈呈 ●柳州市特産の奇石をもらいました

姉妹都市米国スーペリア市使節団来町（8月 2日～ 8日）
●英語絵本の読み聞かせ ●阿見ボーイスカウトとの交流でスイカ割り ●スーペリア 360介護施設で交流

15th  year’s  activities  by  Ami  International  Exchange  Association 町国際交流協会事務局☎888ー1111（292）　
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●まい・あみ・まつりで国歌演奏 ●青宿のみこしに挑戦 ●浴衣の着付けを体験



19　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

平成24年度の活動

4.5 から▶外国人のための日本語教室前
期開講（木曜・日曜クラス）

4.8▶国際親善花見会（170人）
4.13▶理事会
4.21▶総会
5.17 から▶通訳研修会（第 1回～第 3回）
5.27▶ハッピータイム（花シュウマイ
の料理交流／ 28人）

6.27▶協会広報紙「NOW」43号発行
8.1 ～ 9▶町中学生親善大使（学生 7人・
引率 4人）中国柳州市訪問

8.2 ～ 8▶姉妹都市米国スーペリア市使
節団（19 人／市民 6 人・学生 11 人・
引率 2人）来町

8.7▶スーペリア市使節団とまい・あみ・
まつり 2012 盆踊りに参加（70人）

9.23▶ハッピータイム（バドミントン
交流会／ 41人）

10.4 から▶外国人のための日本語教室
後期開講（木曜・日曜クラス）

10.13 から▶初級日本語ボランティア
養成講座（計 12回）

10.26▶理事会
10.28▶さわやかフェア 2012 に参加
11.11▶日本文化体験ツアー（52人）
11.28▶協会広報紙「NOW」44号発行
12.2▶外国文化に触れよう（フィリピン・
タイ料理交流会／ 29人）

H25.2.17▶世界の文化紹介（オランダ
編、ヴリーリンクさんご夫妻／ 58人）

3.9▶ハッピータイム（ウオーキング／
41人）

3.19▶協会広報紙「NOW」45号発行

町内地域交流

●日本文化体験ツアー
（桜田門外の変ロケセット）

●外国文化に触れよう
（タイ料理とフィリピン料理で交流）

●世界の文化を知ろう
（オランダ編）

●外国人のための日本語教室

●さわやかフェア 2012 で活動
PRと農産物の販売

●まい・あみ・まつり盆踊り
（優秀賞）

●花シュウマイを作って交流
（ハッピータイム）

●国際親善花見会（武器学校）

15th  year’s  activities  by  Ami  International  Exchange  Association 町国際交流協会事務局☎888ー1111（292）　

●会員募集●
対　　象 国際交流活動や国際協力に興

味・関心がある人なら、どな
たでも入会できます。国籍・
住所・年齢・性別は問いません
※外国語を話せる必要もあり
ません

会　　費 ▼個人・学生会員：一口 1,000
円（中学生以下 500 円）▼賛
助会員：一口 10,000 円

申込方法 協会に備え付けの申込書に必
要事項を記入し、会費を添え
て申し込む。申込書は協会ホ
ームページからもダウンロー
ド可

スーペリア市洪水被害へ義援金
8 月 7 日、天田町長からス
ーペリア市使節団マイク団長
に義援金約 26 万円が贈呈さ
れ、その後の復興支援に有効
活用されました。



『教育振興基本計画』
　　『生涯学習推進計画』

を策定しました
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きょういくしんこうきほんけいかく

計画策定の目的

学校教育課総務係☎888ー1111（320）

『教育振興基本計画』
　　『生涯学習推進計画』

を策定しました

豊かな自然環境に育まれ培われてきた阿見町の風土・歴史・伝統を踏まえながら、阿見町らしい教育を進め、
子どもたちの『生きる力』を育てていくことが求められています。
阿見町の教育は町民すべての手で支えていくとの理念を揚げ、家庭・地域・学校・行政が手を携えて、まちぐ
るみ・地域ぐるみで育てる教育を推進していきたいと考えます。

教育振興基本計画の基本理念

びあい学学 えあい支支 づくり共に輝く人人

教育基本法に基づき、阿見町における教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本
的計画として『教育振興基本計画』を策定しました。また、これまで培ってきた生涯学習によるまちづくりを
継承するとともに、さらに発展させていくために部門別の計画として『生涯学習推進計画』も同時に策定しま
した。

計画期間は、それぞれ平成 25年度から平成 34年度までの 10年間とし、将来像や基本目標など 10年後を
見据えた基本構想と、今後５年間に取り組むべき施策を示す基本計画を策定することとします。
『教育振興基本計画』の対象範囲は、おおむね教育委員会の所管する施策・事業の範囲とし、『生涯学習推進計
画』の対象範囲は、教育委員会の所管する施策・事業のほか、全庁的な生涯学習の理念に基づき、町の全施策・
事業の中から生涯学習に係る施策・事業をその範囲としています。

計画の期間と対象範囲

▼計画の期間

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

教育振興

基本計画

生涯学習

推進計画

基本構想　H25～ H34（10年間）

前期基本計画　H25～H29（5年間） 後期基本計画　H30～H34（5年間）

基本構想　H25～ H34（10年間）

前期基本計画　H25～H29（5年間） 後期基本計画　H30～H34（5年間）
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しょうがいがくしゅうすいしんけいかく

生涯学習活動の活性化を図っていくために、町の取り組みはもとより、生涯学習とは、与えられるものでは
なく、自ら実践するものであること、また、生涯を通して教養を高め、自らを向上させていくことは、自らの
人生を豊かにするだけでなく、周りの人たちの学びをサポートすることに繋がり、さらにはまちづくりへの貢
献にも繋がることなど、生涯学習とは何かを見つめ直すことが必要です。さらに、生涯学習を取り巻く今日的
な課題に的確に対応しながら、国や県の取り組みとの連携を図るとともに、町民・地域・学校・事業所などと町
が相互に連携し、情報を共有しあい生涯学習を進めていくことが求められています。
いきいき学びの町を実現するための 7 つの基本目標に沿って各種施策・事業を推進します。
また、いつでも・どこでも・だれでも学ぶことができる、いきいき学びの町を実践していくため、特に重点的
に取り組むべき施策・事業を『重点プロジェクト』として位置付け、『届ける』『協働する』『共有する』『高める』

の 4つの視点にたって生涯学習を推進します。

基本方向（施策の柱）

▼阿見町の教育理念の普及・啓発
▼幼児教育の推進
▼確かな学力定着を目指した教育の推進
▼時代に対応した教育の推進
▼学力を支える教師力の向上
▼自立と社会参加を目指す特別支援教育の推進

1. 未来を拓
ひ ら

き生きる力を育てる教育の推進

▼豊かな心を育み命の尊さを伝える教育の充実
▼健やかな体の育成
▼勤労観・職業観を育てる教育の推進
▼生徒指導の充実

2. 豊かな心と健やかな体の育成

▼開かれた学校づくりの推進
▼家庭の教育力の醸成・向上

3. 社会全体での教育の向上

▼地域の教育力の醸成・向上
▼誰もが平等に社会参画できる教育の推進

▼安全・安心な教育環境の整備・強化
▼質の高い教育環境の整備充実
▼時代の進展に対応した教育環境の整備

4. 安心・快適で質の高い教育環境の創造

▼生涯学習環境の充実と学習成果を生かした社
会参加の推進
▼多様な学習機会の充実
▼活力ある生涯スポーツの振興
▼文化芸術活動の推進、伝統文化の継承

5. 生涯にわたって学べる環境づくり

生涯学習推進計画の基本理念

一人いち学習・いちスポーツ・いちボランティア
が輝き人人 のまちを目指して学び学びまちまちが活

い

きる～ ～

■問い合わせ
▼教育振興基本計画に関すること：学校教育課☎888ー1111（320）▼生涯学習推進計画に関すること：生涯学
習課☎888ー2526　※それぞれの計画は、町ホームページでも確認することができます

基本方向（施策の柱）

基本目標 1 みんなが学べるしくみづくり−−−−−−学びの環境の充実

基本目標 2 みんなが学べるチャンスづくり−−−−−多様な学習機会の充実

基本目標 3 みんなで支える学びの土台づくり−−−−社会全体で取り組む教育の推進

基本目標 4 みんなの力を生かす意識と人づくり−−−学習成果を生かした社会参加・参画の推進

基本目標 5 みんなが学べる器づくり−−−−−−−−生涯学習施設の活用

基本目標 6 みんながスポーツに親しめる環境づくり−活力あるスポーツの振興

基本目標 7 みんながふれあう文化芸術のまちづくり−文化芸術活動の推進・多文化共生社会の構築
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ふれあいちくかん

ようこそ
　ふれあい地区館へ
ようこそ
　ふれあい地区館へ

みなさんの参加をお待ちしています！
生涯学習課生涯学習係☎888ー2526

本郷小学校区ふれあい地区館
毎月：健康ウォーキング＜成人合同部会＞
7 月：健康講座・認知症予防講座＜高齢者部会＞

夏休み映画会＜青少年育成部会＞
8 月：自然観察会＜青少年育成部会＞
9 月：三世代交流会＜全体事業＞

10 月：移動学習＜高齢者・成人合同部会＞
12 月：ふれあい地区館まつり＜全体事業＞
1 月：名画鑑賞会＜高齢者部会＞
2 月：健康講座＜成人合同部会＞

おもしろ理科教室＜青少年育成部会＞

●問い合わせ　本郷ふれあいセンター☎830ー5100

7 月：創作教室＜青少年育成部会＞
8 月：移動学習＜青少年育成部会＞
9 月：園芸教室＜高齢者部会＞

10 月：移動学習＜高齢者部会＞
11 月：秋季ソフトバレーボール大会＜体育部会＞

ふれあいイベントまつり＜全体事業＞
12 月：ふれあいウォーキング＜全体事業＞
1 月：料理教室＜青少年育成部会＞
2 月：ふれあい演奏会

そば打ち教室＜女性・成人部会＞

●問い合わせ　中央公民館☎888ー2526

阿見小学校区ふれあい地区館

事務局担当　　村上　英子

創意工夫を試みながら、フルモード・フル
パワーで阿見小学校区ふれあい地区館を「楽
しい」「元気な」活動ができるように努めてい
きます。
どうぞよろしくお願いします。

実穀小学校区ふれあい地区館
毎週：グラウンドゴルフ練習会（場所：実穀近隣公園）
7 月：映画会＜女性部会＞
8 月：輪投げ大会＜高齢者部会＞

自然観察会＜青少年育成部会＞
9 月：三世代交流（輪投げ大会等）

＜成人・体育部会＞
10 月：体力測定＜高齢者部会＞

防犯教室＜成人部会＞
11 月：ふれあいまつり＜全体事業＞
12 月：フラワーアレンジメント教室＜女性部会＞
1 月：健康教室＜高齢者部会＞

●問い合わせ　本郷ふれあいセンター☎830ー5100

事務局担当　　伊藤えり子

感謝に絶えない 1年が過ぎ 2年目は今まで
以上に楽しく、明るく、ひとりでも多くの笑
顔に出会えるような、そんなお届け学習のお
手伝いをします。
よろしくお願いします。

毎月：ボランティア活動（神社清掃）＜高齢者部会＞
7 月：救急救命法普及講習会＜全体事業＞

自然観察会（神田池）＜青少年育成部会＞
8 月：創作教室＜青少年育成部会＞
9 月：認知症サポーター養成講座＜全体事業＞

三世代交流会　輪投げ・オーバルボール大会
＜全体事業＞

10 月：イベント『吉原ふれあい広場』
11 月：移動教室＜青少年育成部会＞
1 月：映画鑑賞会＜青少年育成部会＞
2 月：合同そば打ち教室＜成人・体育部会＞

●問い合わせ　中央公民館☎888ー2526

吉原小学校区ふれあい地区館

事務局担当　　　江口　美清

この 4月から吉原小学校区ふれあい地区館
担当になりました江口です。この事業を通じ
て、吉原小学校区の皆さまがより心のふれあ
いを深め、誰もが住みやすい地域社会づくり
を推進します。

事務局担当　　加藤木　司

今年度から本郷小学校区ふれあい地区館担
当となりました加藤木です。
いきいきとした楽しい、活力のあるふれあ
い地区館にしていきたいと思います。
よろしくお願いします。
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ふれあいちくかん

君原小学校区ふれあい地区館
7 月：グラウンドゴルフ大会（実穀地区と合同開催）

＜高齢者部会＞
8 月：自然観察会＜青少年育成部会＞
9 月：トライビクス・認知症予防講座

＜スポーツいきいき部会＞
10 月：ふれあい地区館まつり＜全体事業＞
11 月：体力測定・健康維持教室＜高齢者部会＞
12 月：三世代交流昔遊び

＜高齢者・ふれあい交流部会＞
料理教室＜文化学習部会＞

1 月：ならせ餅づくり＜ふれあい交流部会＞
新春かくし芸大会＜高齢者部会＞

2 月：移動学習＜文化学習部会＞

●問い合わせ　君原公民館☎889ー1363

舟島小学校区ふれあい地区館
毎月：健康ウォーキング
7 月：三世代交流会＜高齢者・青少年育成部会＞

県女性プラザ講演会＜女性部会＞
8 月：趣味講座＜女性部会＞

認知症予防講座＜みどりクラブ＞
親子自然観察会＜青少年育成部会＞

9 月：救命救急講座＜成人・体育部会＞
10 月：ソフトバレーボール・輪投げ大会

＜成人・体育部会＞
12 月：おもしろ理科教室＜青少年育成部会＞
1 月：新春交流会＜みどりクラブ＞
2 月：料理教室＜女性部会＞

●問い合わせ　舟島ふれあいセンター☎840ー2761

第一小学校区ふれあい地区館
通年：健康体操ステップウェル＜女性部会＞
通年：健康づくりウォーキング＜運営委員会＞
7 月：ショートテニス講習会＜成人部会＞

食育フォーラム＜青少年育成部会＞
8 月：自然観察会（霞ヶ浦湖畔）＜青少年育成部会＞

認知症予防講座＜高齢者部会＞
9 月：議会傍聴＜高齢者部会＞

10 月：ふれあい地区館まつり＜全体事業＞
11 月：移動学習（公開講演会）＜女性部会＞

ふれあいかくし芸大会＜高齢者部会＞
2 月：健康づくりハイキング＜成人・体育部会＞

●問い合わせ　かすみ公民館☎888ー8111

第二小学校区ふれあい地区館
通年：バドミントン教室＜青少年育成部会＞
7 月：移動学習＜成人部会＞
8 月：自然観察会＜青少年育成部会＞

健康教室＜高齢者部会＞
10 月：ふれあいの集い＜全体事業＞
11 月：フラワーアレンジメント＜女性部会＞

親子映画会＜青少年育成部会＞
12 月：しめ縄づくり＜成人部会＞

料理教室＜女性部会＞
1 月：お楽しみ会＜高齢者部会＞
2 月：みそづくり教室＜女性部会＞

●問い合わせ　かすみ公民館☎888ー8111

事務局担当　　長南　久嗣

2年目になりました。昨年は不慣れなため、
ご迷惑をおかけしましたが、本年は地域の皆
さまとの交流を充実させ、ふれあい地区館活
動を盛り上げていきます。
どうぞよろしくお願いします。

事務局担当　　長沼　正大

地区の要望に沿った事業（健康づくりに関
する講演・実技・映画など）の実施とウォーキ
ングやステップ・ストレッチなどを取り入れた
健康づくりを年間を通じて実施しています。
よろしくお願いします。

事務局担当　　藤樫　純子

君原小学校区との出会いが、何よりの宝と
なりました 1年目。2年目の今年は「届ける生
涯学習」を実践し、より皆さまとのふれあい・
ご縁を大切に活動していきたいと思います。
どうぞよろしくお願いします。

事務局担当　　柳生　昌宏

今年度は、それぞれの行政区に出向き、ひ
とつでも多く『届ける生涯学習』を実践して
いきたいと思います。また、多くの皆さまに
楽しく参加してもらえるよう努めていきたい
と考えています。よろしくお願いします。

■ふれあい地区館全体での合同事業
◦ふれあいスポーツ交流会（11 月）
町民体育館と中央公民館を会場に、ソフトバレーボールと輪投げの 2
競技で 8地区館の交流戦を行います。

◦ふれあい演奏会（2 月）
中央公民館ロビーに設けた特設ステージに、町内の音楽愛好家の皆さ
んが中心となって出演します。

◦ふれあい地区館事業の詳細については、各ふれあい地区館事務局また
は生涯学習課☎888ー2526 までお問い合わせください



交通安全教室等の
指導者派遣

≪櫻井さん≫
趣味：安全運転サイクリング
好きなもの：反射材
好きな言葉：スピード落とせ
メッセージ：夜出歩くときは

反射材！

広報あみ 7月号通常版　2013.6.28　24

こうつうあんぜんきょうしつ

交通防災課交通防犯係☎888ー1111（276・277）

交通安全教室等の
指導者派遣

町では、交通事故のない町を目指し、交通事故防止と町民生活の安全を確保するため、交通安
全教室や交通安全街頭活動などの交通安全対策事業について、警察署・安全協会・交通安全母

の会など関係機関と協力し推進しているところです。交通社会発展に伴う交通網の拡大や交通量の
増大は、交通事故の増加も懸念されます。事故抑制には交通安全対策をより強く推進していくこと
が重要です。

そこで、平成 25 年度から、交通安全対策をさらに強化・推進していくため、交通安全教室専門の

交通安全教化員 2 人を町で設置し、指導者として派遣します。

また、交通安全活動に限らず、地域の防犯活動にも積極的に協力していきたい考えですので、ぜ
ひともご利用・ご活用いただき、地域の安全・安心なまちづくりを推進していただきたいと思います。

●ご利用いただける内容
（1）保育所・幼稚園・子供会などの幼児の交通安全教室
（2）小学校・中学校・高等学校の交通安全教室や教育活動
（3）職場等で行う交通安全教室
（4）シルバークラブ・高齢者学級などでの交通安全活動
（5）会議・研修会などでの交通安全講話
（6）その他、あらゆる場面での交通安全教育にご協力していきたいと考えています

●費用負担等
▼交通安全教化員派遣費用は町が負担します
▼必要備品はお互い調整して、必要な限りご用意します

●申込方法
①開催日時と開催場所を決定	→	②役場交通防災課へ仮予約	→	③役場交通防災課へ申込書を提出	→
④提出後に教室内容の打合せ	→	⑤交通安全教室の実施
※申込方法の詳細は町ホームページをご覧いただくか、交通防災課までお問い合わせください

●申込等の受付・実施日時
月～金曜日の午前 9時～午後 4時　※土・日・祝日の教室実施については要相談となります

≪髙野さん≫
趣味：安全運転ドライブ
好きなもの：シートベルト
好きな言葉：とび出し注意
メッセージ：車に乗ったら必ず

シートベルト！

【交通安全教化員プロフィール】
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ほうしゃのうたいさく

放射線の状況をお知らせします

毎月子ども関連施設を中心に放射線の定期測定を行っています。5月の測定結果については、次のとおりです。
放射線の定期測定

単位：マイクロシーベルト毎時
第 47 回（測定日 5 月 20 日～ 27 日）

施設名
屋内（床上） 屋外（地上）

施設名
屋内（床上） 屋外（地上）

0cm 50cm 1m 0cm 50cm 1m 0cm 50cm 1m 0cm 50cm 1m
阿見小学校 0.077 0.085 － 0.088 0.091 － 中郷保育所 0.093 0.090 － 0.091 0.090 －
実穀小学校 0.078 0.085 － 0.124 0.117 － 南平台保育所 0.075 0.071 － 0.099 0.073 －
吉原小学校 0.086 0.085 － 0.131 0.106 － 二区保育所 0.081 0.077 － 0.107 0.106 －
本郷小学校 0.092 0.091 － 0.116 0.088 － 学校区保育所 0.060 0.068 － 0.105 0.083 －
君原小学校 0.071 0.070 － 0.120 0.111 － あゆみ保育園 0.058 0.057 － 0.110 0.094 －
舟島小学校 0.086 0.080 － 0.102 0.108 － 阿見ひかり保育園 0.091 0.086 － 0.134 0.121 －

阿見第一小学校 0.080 0.089 － 0.097 0.095 － さくら保育園 0.101 0.080 － 0.070 0.061 －
阿見第二小学校 0.087 0.085 － 0.091 0.098 － 学校区児童館 0.072 0.077 － 0.126 0.096 －
阿見中学校 0.092 － 0.083 0.095 － 0.089 二区児童館 0.083 0.085 － － － －

朝日中学校 0.094 － 0.080 0.097 － 0.091 総合運動公園
（陸上競技場） － － － － 0.139 0.130

竹来中学校 0.088 － 0.087 0.123 － 0.117 総合運動公園
（野球場） － － － － 0.094 0.097

霞南至健中学校
・霞ヶ浦高校 0.100 － 0.088 0.086 － 0.085 霞ヶ浦平和

記念公園 － － － － 0.188 0.187

霞ヶ浦聾学校 0.079 0.083 0.081 0.065 0.057 0.075 ゆりの木公園 － － － － 0.125 0.126
ふたば幼稚園 0.067 0.067 － 0.118 0.117 － 岡崎ふれあい公園 － － － － 0.182 0.169
阿見みどり幼稚園 0.062 0.063 － 0.101 0.095 － うずらの公園 － － － － 0.081 0.081
荒川沖幼稚園 0.084 0.081 － 0.112 0.097 － 本郷近隣公園 － － － － 0.187 0.190
阿見幼稚園 0.092 0.086 － 0.130 0.117 － 平均値 0.082 0.081 0.084 0.106 0.120 0.132

※自然界からの放射線量を含む値です。また、機器の仕様で±10％程度の誤差が生じることがあります

町の農畜産物について

※「不検出」…「検出限界値」未満であることを表し、おおむね 25ベクレル毎キログラムになります
※「基準値」…穀類・肉・魚・野菜などの「一般食品」は、100ベクレル毎キログラムです
◎食品放射能測定システムの申込方法
農業振興課の窓口またはお電話（☎888ー1111 内線 183）でご予約ください。測定は無料です。

項　目 検査品目

不検出
イチゴ、インゲンマメ（2）、ウメ（6）、絹サヤエンドウ、キュウリ（2）、グリーントマト、
コカブ、小松菜、サクランボ、ジャガイモ（3）、スイカ（4）、タケノコ、タマネギ、トウモ
ロコシ（2）、トマト（2）、菜の花、フキ（2）、ブロッコリー、メロン、ヤングコーン

基準値内のもの 山椒の実、タケノコ（8）
基準値を超えたもの 該当なし

▼放射性セシウムの測定結果（合計 44検体）

町内産農畜産物について、「食品放射能測定システム」により放射性物質の測定を行っています。5月の測
定結果については、次のとおりです。

（　）内は測定検体数

環境政策課☎888ー1111（116）

◎シーベルトとは…放射線が人体にどれだけ影響を与えるかを表す単位です
1ミリシーベルト＝ 1,000 マイクロシーベルト
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予科練平和記念館　☎891ー3344　業務時間：月曜日を除く午前9時～午後5時

◎学芸員のつぶやき
今年も半年が過ぎようとしています。いつも思うことですが、時が経つのは早いものです。この半年のあいだにもさ
まざまな出来事が皆さんの身の周りに起きたことでしょう。予科練平和記念館に関係が深い事柄としては、去る 5 月
26 日に予科練慰霊祭が雄翔園で行われ、6 月 10 日には阿見空襲で亡くなった皆さまの慰霊祭が法泉寺で行われまし
た。慰霊祭で涙する皆さまを見ると、どんなに時が経ってもまざまざとよみがえる非常に重い一時があることを考え
させられます。まるで空気のように、あることが当たり前のような私たちの平和について、先人が遺してくれた何も
のにも代え難い財産であることに気付かされるのです。ふと、自身の足下を見つめ直す機会を大切にしたいものです。
▼予科練平和記念館ホームページ：http://www.town.ami.ibaraki.jp/yokaren/index.html

■特別展『空をめざした少年たち−陸軍少年飛行兵と予科練』開催
戦時中、日本の日常生活は戦時色一色に染められ、子どもたちの日常生活も戦
争の影響を色濃く受けていました。また、飛行機への関心が高まった時代でもあり、
旧日本海軍の“予科練”と陸軍の“少年飛行兵”は子どもたちの人気を二分して
いました。予科練と同じころに教育がスタートした“少年飛行兵”にも多くの若
者が入隊し、特攻隊員となって知覧飛行場などから出撃、若い命を亡くしています。
当時の雑誌や子どもの遊び道具などに見られる飛行兵へのいざない、また、収
集されながらこれまで公開される機会が少なかった少年飛行兵の資料を予科練と
比較しながら展示することで、当時の少年たちが置かれた状況や、少年飛行兵た
ちと特攻作戦とのかかわりについて考えていただく展覧会です。

▼期日：7 月 27日（土）～ 10月 27日（日）
▼場所：予科練平和記念館 20世紀ホール
▼観覧料：大人 600円（480 円）、小中高生 350円（280 円）
※（　）内は 20人以上の団体料金。特別展期間中は上記の一律料金となります

■よみきかせ『おはなしおさんぽの会』開催
▼期日：7 月 13日（土）
▼時間：❶午前 10時 30分～ 11時 30分　❷午後 2時～ 3時
　※途中入場自由
▼場所：予科練平和記念館ラウンジ
▼対象：小学生まで　※未就学のお子さまは保護者同伴でお願いします
▼参加料：無料
▼その他：事前予約不要。特に準備していただくものはありません ▲おはなしおさんぽの会

▲子犬を抱いた少年兵（陸
軍特別攻撃隊第 72 進部
隊隊員）

＜関連企画＞　※イベントの詳細については、開催間近に再び広報します
▼元少年航空兵講演会（8月 10日）
▼対談　陸軍少年航空兵＆海軍飛行予科練習生（8月 11日）
▼学芸員によるギャラリートーク（複数回）
▼朗読会（9月 16日）　「少年航空兵からあなたへ～特攻隊員の遺書～」
▼映画鑑賞会（10月 14日）　「俺は、君のためにこそ死ににいく」（2007 年公開：石原慎太郎監督）
　　　　　　　　　　　　　　「燃ゆる大空」（1940 年公開：陸軍航空本部）

よかれんへいわきねんかんだより
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町民活動推進課　☎888ー1111（272）　／　町民活動センター　☎888ー2051

阿見町の地域貢献・
社会貢献活動団体

町民活動センターでは、町内で社会貢献・地域貢献の活動をしている団体情報を募集していますので、お気
軽にご相談ください。

霞帆の会は創立 10余年、阿見町憲章の「知性と教養を高め、文化の香り高い町をつくりましょう」を実践
するために日頃の活動を続けています。
その一環として役場やうずら出張所への生け花展示、さわやかフェアでの抹茶接待を行っています。また、
今年 3月に君原公民館において定期チャリティー茶会を開催しました。当日は町長や教育次長を含めて 120
人近いお客さまに楽しんでいただきました。
その茶券代の一部を毎回善意銀行に預託していますが、今回は
東日本大震災で大きな被害を受け、今でもご苦労されている県内
の北茨城市大津町へ、阿見町社協を通じて義援金としてお届けし
ました。北茨城市社協大津支部からは大変ご丁寧なお礼状をいた
だきました。東日本大震災から 2年経った今でも、復興ままなら
ず不自由な生活を余儀なくされている皆さまのことを忘れてはい
けないと思います。私たちにできること、それは被災地の人々の
ことを忘れないこと、思いやる心、やさしさです。思いやりのあ
る阿見町をみんなでつくっていきましょう。

「霞帆の会」

問 合 せ　「霞帆の会」代表湯原　☎887－0527

楽しい園芸同好会は平成 10年に発足しました。平成 21年には、大好きいばらき県民会議主催「花と緑の
環境美化コンクール」において茨城県知事賞（フラワーロード部門）をいただくとともに、花いっぱい運動定
着化促進事業支援団体に認定され、現在会員は 28人で活動しています。
ガーデニング委員会等の支援協力のもと、主な活動は、種まき
から鉢上げ、花の植え付け等、色彩の見栄えにも力を入れています。
6月と 3月に東京医大前のバイパス沿道わきに幅 4メートル・長
さ 130メートルに定植したり、役場・保育園・公民館に花苗をポッ
トに入れ配布したりしています。
私たちは種子発芽や苗の成長を見守り、育てる張り合いを共有
し楽しんで作業をしています。季節の花を見て少しでも心が癒さ
れ、和む気配が感じられるためには、開花が長く、美しく観賞で
きるように、支える多数の会員が望まれます。ぜひ興味をお持ち
の人の参加をお待ちしています。

「楽しい園芸同好会」

▲バイパス沿道わきの花壇

活動日時　毎月第 1・第 3土曜日　午前中
問 合 せ　「楽しい園芸同好会」代表中本　☎842－9080

▲北茨城市社協大津支部に義援金を手渡す様子
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だんじょきょうどうさんかくしゃかい

≪デート DV ってなに？≫
「デートDV」は大切な人の心や体を傷つけて、二人の関係を壊してしまう行為です。
DV（ドメスティックバイオレンス）とは、相手を自分の思い通りにしようと、夫婦や恋人などの間で起き
る行為（暴力・暴言等）のことです。近年は、中高生や大学生などのカップル間でも起きていて、「デート
DV」と呼ばれています。
たとえば　①身体的暴力…殴る・蹴る・たたく・物を投げる
　　　　　②精神的暴力…友達の前で侮辱する・相手の行動をチェックまたは制限する・行動を制限する
　　　　　③経済的暴力…お金を貢がせる・バイトをさせたりやめさせたりする
　　　　　④性 的 暴 力…相手が嫌がるのに性行為を無理強いする
問い合わせ　町民活動推進課男女共同参画推進室☎888－1111（271）

町民活動推進課男女共同参画推進室☎888ー1111（271）

阿見町男女共同参画宣言都市記念式典関連事業

記念式典開催
が決定しました

●男女共同参画とは…
男女共同参画とは、男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における
活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的・経済的・社会的および文化的利益を享受すること
ができ、かつ、共に責任を担うべき社会を形成することです。

〈広告欄〉

11 月 10 日（日）
午後 0 時 30 分開場

1 時 00 分開始
会場：県立医療大学大講義室

●宣言都市記念式典は…
宣言都市記念式典は、内閣府と阿見町の共催で行なわれ、宣言文の群読、基調講演、作文・標語・ポスター・
推進歌の表彰式および推進歌の合唱を実施する予定です。
宣言都市記念式典開催に伴い、男女共同参画推進に関する作文・標語・ポスターおよび推進歌を、9月 6日ま
で募集しています。詳しくは『広報あみ』6月号通常版 26ページ、または町のホームページをご覧ください。

この機会に、家庭・学校・地域で男女共同参画について話し合ってみましょう。
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tion

■
お
わ
び
と
訂
正

『
広
報
あ
み
』
6
月
号
通
常
版
の

5
ペ
ー
ジ
『
紹
介
し
ま
す
！　

平
成

25
年
度
の
区
長
さ
ん
』
に
お
い
て
、

上
島
津
の
区
長
さ
ん
の
お
名
前
が

『
中
島
凡
男
』
と
あ
る
の
は
『
中
島
凡

夫
』
の
誤
り
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▼
問
合
せ	

町
民
活
動
推
進
課
町
民

協
働
係
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1

（
2
7
2
）

■
耕
作
放
棄
地
再
生
を
支
援

し
て
い
ま
す

耕
作
放
棄
地
と
は
、
以
前
耕
地
で

あ
っ
た
も
の
で
、
過
去
１
年
以
上
作

物
が
栽
培
さ
れ
ず
、
か
つ
、
こ
の
数

年
の
間
に
再
び
耕
作
さ
れ
る
見
込
み

の
な
い
土
地
を
言
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
は
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
、
農
業
後
継
者
の
不
足
、
農

産
物
の
価
格
低
迷
に
よ
る
農
業
離
れ

の
問
題
な
ど
に
よ
り
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
町
の
耕
作
放
棄
地
面
積

は
4
8
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
町
全
体

の
耕
地
面
積
の
約
23
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
耕
作
放
棄

地
解
消
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
、『
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
交
付

金
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

国
が
実
施
す
る
耕
作
放
棄
地
再
生
利

用
交
付
金
に
加
え
、
県
と
町
が
合
わ

せ
て
支
援
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
交
付
条
件 

▼
町
が
耕
作
放
棄
地

と
し
て
認
定
し
て
い
る
こ
と
▼
10

ア
ー
ル
あ
た
り
10
万
円
以
上
の
再

生
費
用
を
要
す
る
こ
と
▼
再
生
し

た
農
地
は
5
年
以
上
耕
作
す
る
こ

と
▼
交
付
対
象 

❶
荒
れ
た
農
地
の

再
生
作
業
（
障
害
物
除
去
・
深
耕
・

肥
料
・
堆
肥
の
投
入
）
と
土
壌
改

良
（
土
づ
く
り
）❷
土
壌
改
良
（
土

づ
く
り
）　

※
2
年
目
に
必
要
な

場
合
の
み
❸
営
農
定
着
（
種
苗
・

資
材
な
ど
の
調
達
）❹
農
業
機
械

リ
ー
ス
・
農
業
用
施
設
の
整
備
・
農

業
体
験
施
設
の
整
備

▼
交
付
額	

❶
10
ア
ー
ル
あ
た
り

9
2
5
0
0
円
❷
10
ア
ー
ル

2
5
0
0
0
円
❸
10
ア
ー
ル

2
5
0
0
0
円
❹
費
用
の
2
分

の
1
を
助
成
（
耕
作
放
棄
地
再
生

面
積
要
件
あ
り
）

▼
問
合
せ	

農
業
振
興
課
耕
作
放
棄

地
係
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1

（
1
8
1
・
1
8
2
）

■各種大会の結果（敬称略）
●阿見グラウンドゴルフ杯競技大会
期 日 5月 9日（木）
場 所 総合運動公園陸上競技場

成 績

▽優勝：増田裕彦▽準優勝：
仲川三男弥▽3位：山田武夫
▽4 位：岡島俊一▽5 位：高
岡幸悦
▽優勝：村山千枝子▽準優
勝：大室正子▽3 位：村山和
子▽4 位：黒沢きみ代▽5 位：
上村貞美

●春季ソフトボール大会
期 日 5月 12日（日）・19日（日）
場 所 総合運動公園町民球場

成 績

▽優勝：ベルクラブ▽準優勝：
筑見ソフトボールクラブ▽
3 位：ファーストエリア、ツ
ムラソフトボールクラブ

体協だより
●町長杯野球大会
期 日 4月 14日（日）・28日（日）
場 所 総合運動公園町民球場

成 績

▼ A ブロック▽優勝：武器
学校▽準優勝：理想筑波▽ 3
位：霞南ベースボールクラ
ブ、三菱化学
▼ B ブロック▽優勝：シッ
クスバディーズ▽準優勝：キ
ングパワーズ

●阿見スポーツ吹矢大会
期 日 5月 19日（日）
場 所 町民体育館

成 績

▼二段以下クラス▽優勝：細
川知子▽準優勝：飯塚富雄▽
3位：平賀訓
▼三段以上クラス▽優勝：田
沼昭宗▽準優勝：中島純代
▽3 位：青木勝久

●春季テニス大会
期 日 5月 19日（日）

場 所 総合運動公園テニスコート、県立医療大学テニスコート

成 績

▼男子シングルス（一般の
部）：▽優勝：小林亮▽準優
勝：篠塚正洋▽3 位：宮内祐
輔、野口知直
▼男子シングルス（シニア
の部）：▽優勝：加固満寿男▽
準優勝：坂井義和▽3 位：伊
藤公一、小林尚武
▼女子ダブルス（1 位トー
ナメント）：▽優勝：喜瀬恵子・
竹井美奈子▽準優勝：中村清
美・大島あい▽3 位：細井美
佐・石田藍子
▼女子ダブルス（2 位トー
ナメント）：▽優勝：大宮あけ
み・大沼芳乃▽準優勝：近松
香・鈴木弥生
▼女子ダブルス（3 位トーナ
メント）：▽優勝：松山成江・
鱧永伊都子

■問い合わせ
町体育協会事務局（生涯学習課内）
☎888ー2526
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■
保
育
料
・
児
童
ク
ラ
ブ
負
担

金
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
開
始

平
成
25
年
6
月（
6
月
分
納
付
書
）

か
ら
、
保
育
料
・
児
童
ク
ラ
ブ
負
担

金
を
今
ま
で
の
金
融
機
関
に
加
え

て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

バ
ー
コ
ー
ド
付
き
納
付
書
は
、
こ

れ
ま
で
の
窓
口
納
付
に
加
え
て
、
全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

使
用
で
き
る
こ
と
や
、
曜
日
や
時
間

に
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
休
日
や

夜
間
で
も
、
い
つ
で
も
手
数
料
不
要

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
取
り
扱
い
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ
ン
、
サ
ン
ク
ス
、

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
コ
コ
ス
ト
ア
、
セ

イ
コ
ー
マ
ー
ト
、
エ
ブ
リ
ワ
ン
、
く

ら
し
ハ
ウ
ス
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア
、
ス
パ
ー
北
海

道
、
ス
リ
ー
エ
イ
ト
、
ス
リ
ー
エ
フ
、

生
活
彩
家
、
セ
ー
ブ
オ
ン
、
タ
イ
エ

ー
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
ハ
セ
ガ

ワ
ス
ト
ア
、
ポ
プ
ラ
、
ヤ
マ
ザ
キ
ス

ペ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、

ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
、
Ｍ

Ｍ
Ｋ（
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
キ
オ
ス
ク
）

設
置
店
（
順
不
同
）

※
納
付
書
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る

金
融
機
関
の
窓
口
で
も
こ
れ
ま
で

ど
お
り
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
問
合
せ	

児
童
福
祉
課
・
児
童
館

☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
6
7
・

1
6
8
）

■
町
国
際
交
流
協
会
か
ら

●
米
国
ス
ー
ペ
リ
ア
市
親
善
訪
問
団

員
募
集

姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
ス
ー
ペ
リ

ア
市
に
町
親
善
訪
問
団
を
派
遣
す
る

こ
と
に
伴
い
、
訪
問
団
員
を
募
集
し

ま
す
。

▼
期
間	

8
月
19
日
（
月
）
～
26
日

（
月
）
7
泊
8
日

▼
訪
問
先 

米
国
ス
ー
ペ
リ
ア
市

（
姉
妹
都
市
）・
カ
ナ
ダ
（
バ
ン
フ
・

カ
ル
ガ
リ
ー
）

▼
応
募
資
格 

町
内
在
住
・
在
勤
の

人　

※
町
国
際
交
流
協
会
に
未
加

入
の
人
は
会
員
登
録
が
必
要
で
す

▼
募
集
人
数 

15
人（
定
員
で
締
切
）

▼
負
担
金 

一
人
約
29
万
円
（
旅
行

代
金
・
保
険
料
等
。
た
だ
し
、
燃

油
代
に
よ
る
金
額
の
変
動
あ
り
）

■
荒
川
沖
・
寺
子
線
は
景
観

形
成
道
路
で
す

町
で
は
、
都
市
軸
道
路
お
よ
び
国

道
1
2
5
号
バ
イ
パ
ス
を
景
観
形
成

道
路
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

荒
川
沖
・
寺
子
線
の
新
規
開
通
区

間
に
つ
い
て
も
、
景
観
形
成
道
路
と

し
て
沿
道
景
観
形
成
基
準
が
適
用
さ

れ
、
建
築
物
や
工
作
物
の
新
築
・
増

築
・
改
築
・
移
転
、
屋
外
広
告
物
の
設

置
な
ど
の
行
為
が
届
出
制
度
・
助
成

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
課

窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
景

観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ	

都
市
計
画
課
計
画
係
☎

8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
4
4
・

2
4
5
）

●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

友
好
都
市
で
あ
る
中
国
柳
州
市
か

ら
文
化
友
好
訪
問
団
が
8
月
に
来
町

す
る
こ
と
に
伴
い
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
期
間	

8
月
4
日（
日
）午
後
～
6

日（
火
）午
前
中
ま
で
の
2
泊
3
日

▼
内
容	

ご
家
庭
で
の
宿
泊
・
食
事
、

滞
在
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
へ

の
送
迎
な
ど

▼
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
予
定
者	

成
人
男

性
4
人
・
女
性
6
人
（
夫
婦
3
組
）

▼
そ
の
他	

一
部
費
用
補
助
あ
り

●
申
込
方
法 

7
月
12
日（
金
）ま
で

に
、
電
話
で
左
記
に
申
し
込
む

●
問
合
せ	

町
国
際
交
流
協
会
事
務

局
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1（
2
9
2
）

※
火
～
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午

後
4
時

■
『
就
職
面
接
会
』
開
催

▼
期
日	

8
月
8
日（
木
）

▼
時
間	

午
後
1
時
30
分
～
4
時

（
受
付
：
1
時
か
ら
）

▼
場
所	
総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
2
階

▼
対
象	

▼
平
成
26
年
3
月
大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
卒
業
予
定
者
お

よ
び
既
卒
者
（
お
お
む
ね
3
年
以

内
）▼
そ
の
他
求
職
者

▼
そ
の
他	

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
『
就
職
面
接
会
』
で
事
前
に

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
問
合
せ	

商
工
観
光
課
商
工
労
政

係
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1（
1
7
1
）

荒川沖・寺子線
新規開通区間
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■
収
納
課
か
ら

●
誤
っ
た
納
付
を
し
な
い
た
め
に

今
年
度
か
ら
町
県
民
税
・
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
付
書
に
、

期
別
用
の
納
付
書
の
ほ
か
に
全
納
用

の
納
付
書
が
1
枚
増
え
ま
し
た
（
前

納
報
奨
金
は
つ
き
ま
せ
ん
）。
ま
た
、

全
納
用
と
期
別
用
の
納
付
書
は
つ
づ

ら
れ
な
い
状
態
で
届
け
ら
れ
ま
す
。

6
月
に
送
付
さ
れ
た
町
県
民
税
に

つ
い
て
は
、
全
納
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
全
納
用
納
付
書
、
期
別
ご
と
に

納
付
さ
れ
る
人
は
期
別
用
納
付
書
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
納
付
期
限
が
過
ぎ
た
全

納
用
納
付
書
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
期
別
用
納
付
書
で
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。
納
付
の
際
は
二
重
納

付
を
防
止
す
る
た
め
、
ま
た
期
別
の

順
番
を
間
違
え
な
い
た
め
に
、
税
目

や
期
別
を
再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

は
、
納
期
限
が
過
ぎ
た
納
付
書
、
納

付
書
1
枚
の
金
額
が
30
万
円
以
上
の

場
合
は
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
は
、
納
付
書
裏
面
に

記
載
さ
れ
て
い
る
納
付
場
所
で
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
町
税
等
の
納
付
催
告
書
を
送
付
し

て
い
ま
す

町
で
は
例
年
7
月
・
12
月
の
年
2

回
、
町
税
等
に
未
納
の
あ
る
人
に
対

し
て
納
付
催
告
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
催
告
書
が
届
い
た
場
合
は
、
催

告
書
に
記
載
の
あ
る
町
税
等
が
未
納

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
記
載
さ
れ

た
指
定
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
指
定
期
限
ま
で
に
納
付
ま
た

は
連
絡
が
な
い
場
合
は
、
税
負
担
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
処
分
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

指
定
期
限
ま
で
の
納
付
が
難
し
い

場
合
は
、
納
税
相
談
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
電
話
連
絡
の
う

え
収
納
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
催
告
書
が
到
達
す
る
前
に
納

付
済
み
の
と
き
は
行
き
違
い
で
す
の

で
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ	

収
納
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
4
7
・
1
4
8
）

■
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
か
ら

●
入
会
説
明
会
開
催　

当
セ
ン
タ
ー

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
町
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人
が
対
象
（
入
会
承
認
制
）

▼
期
日 

7
月
16
日（
火
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所	

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ
わ

や
か
セ
ン
タ
ー
』
別
館
）

●
『
マ
イ
ホ
ー
ム
の
ミ
ニ
営
繕
』
引

き
受
け
ま
す　

マ
イ
ホ
ー
ム
の
床

の
補
修
、
軽
易
な
大
工
仕
事
、
ふ

す
ま
・
障
子
・
網
戸
の
張
り
替
え
、

家
の
雑
役
、
庭
木
の
せ
ん
定
、
草

刈
り
、
草
取
り
な
ど
を
行
い
ま
す

●
問
合
せ	

（
公
社
）
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

〈広告欄〉

■平成 25 年度町事業仕分けを実施します
町が実施している事業を、その必要性や実施主体のあり方などについて、公開の場で第三者の視点から検証・議論を
行う『事業仕分け』を実施します。1事業あたりの所要時間は約 40分ですが、仕分け作業の進行によって多少ずれる
こともあります。町の事業をより多くの人に知っていただくため、どなたでも傍聴できますので、ぜひお越しください。
▼期日　7月 13日（土）　※選挙の日程により変更となる場合があります
▼時間　午前 9時～午後 5時　　▼場所　総合保健福祉会館『さわやかセンター』
▼問合せ　企画財政課行政改革推進係☎888ー1111（222）
▼対象事業および日程

開始時間
第 1 会場（2 階大会議室） 第 2 会場（2 階講座室）
事業名 担当課 事業名 担当課

午
　
前

9 時 30分
ファミリーサポートセンタ
ー事業

児童福祉課 さわやかフェア事業 企画財政課

10時 15分 私立幼稚園奨励補助事業 学校教育課 自主防災組織育成事業 交通防災課

11時 05分
一人暮らし高齢者『愛の定
期便』事業

社会福祉課 不法投棄防止対策事業 廃棄物対策課

11時 50分 消防団機材管理事業 消防本部総務課 景観形成事業 都市計画課

午
　
後

1 時 30分 集会施設整備補助事業 町民活動推進課 疾病予防事業 国保年金課
2時 15分 成人式典事業 生涯学習課 浄化槽設置補助事業 下水道課
3時 05分 農業体験事業 農業委員会事務局 公用車購入事業 管財課
3時 50分 老朽排水施設更新事業 水道課 町民運動会事業 生涯学習課



消防本部調べ
出場件数 20件（－ 5）

※救急車の適正な利用を
お願いします

軽　　傷 13人（－ 5)
中　　傷 2人（－ 7)
重　　傷 4人（＋ 3)
死　　亡 0人（± 0)
合　　計 19人（－ 9)
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役場開庁時間（土・日・祝日・年末年始を除く）
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
※日曜開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）

人権相談／行政相談　日時：7月4日（木）・8月1日（木）
午前 10時～午後 3時／場所：役場 3階 305 会議室

問い合わせ　総務課☎888ー1111（215）
子育て相談　電話・来所相談：月～金曜日午前 9時～
午後 4時／場所：中郷保育所内／訪問相談：随時受付

問い合わせ　地域子育て支援センター☎891ー2772
教育相談　日時：火～金曜日午前 9時～午後 3時／

場所：図書館となり
問い合わせ　教育相談センター☎888ー1225
心配ごと相談　日時：水曜日午後 1時～ 4時／弁護士

相談：月 1回午後 1時～ 3時 30 分（毎週水曜日の心
配ごと相談で要予約）／場所：総合保健福祉会館相談室

問い合わせ　町社会福祉協議会☎887ー0084
高齢者総合相談　日時：月～金曜日午前 8時 30分～
午後 5時 15分／場所：町社会福祉協議会内

問い合わせ　町地域包括支援センター☎887ー8124
消費者相談　日時：月～金曜日午前 9時～正午、午後
1時～ 4時／場所：役場 1階町消費生活センタ－

問い合わせ　町消費生活センタ－☎888ー1871
交通事故相談　日時：月～金曜日午前 9時～正午、午
後 1時～ 4時 45 分／弁護士相談：水曜日午後 1時～
4時［要予約］／場所：県土浦合同庁舎

問い合わせ　県南地方交通事故相談所☎823ー1123

●定例相談●

『予科練平和記念館 20 万人達成』
6 月 9日、予科練平和記念館の入館者数が 20万人を達成い
たしました。
20万人目のお客さまは、古河市在住の加藤空ノ輔君（8歳）
です。妹の向日葵（ひまわり）さん（5歳）、美浦村在住のおじ
いさん、おばあさん（加藤さんご夫妻）と一緒に予科練平和記
念館を見に来てくれました。

『まちのニュース・町長日記』6 月

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12 月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1階正面玄関・ロビー、役場 2階秘書課、
うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、
中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれあい
センター、予科練平和記念館、町民活動センター

▼その他の施設：阿見・中央一・阿見原・青宿・実穀・君原の
各郵便局、常陽銀行阿見・荒川沖東の各支店、筑波銀行
阿見・荒川本郷の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城
県信用組合阿見支店

●人口と世帯●

7 月の納税等
固定資産税（2期）
後期高齢者医療保険料（1期）
納期限 7 月 31 日（水）

8 月の納税等
町・県民税（2期）
国民健康保険税（3期）
後期高齢者医療保険料（2期）
介護保険料（3期）
納期限 9 月 2 日（月）

交通事故発生状況　5 月（前月比）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

●総人口　47,630 人 ( ＋ 32）
●男　性　23,599 人 ( ＋ 20）
●女　性　24,031 人 ( ＋ 12）
●世帯数　18,408 世帯 ( ＋ 45）

▽ 6月 1日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽総務課調べ

平成 22 年 2 月の開館から 3年 4か月ほどで 20 万人を達成
したことは、予科練平和記念館運営協議会委員や歴史調査委員
会委員の皆さんをはじめ、企画展などにご協力いただいた関係
者のご尽力のおかげであります。
今後も、予科練の貴重な歴史を保存・展示するとともに、命の
尊さや平和の大切さを伝えてまいりたいと思います。

阿見町長　天田富司男
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